
『別
歌
百
首
』

の
成
立
と
そ
の
背
景

一

は

じ

め

に

こ
こ
数
年
､
小
論
の
筆
者
は
､

1
条
兼
良

()402-
448
1)
の
諸
著
作
を
追

跡
し
て
来
た
の
だ
が
'

そ
こ
で
､<
伝
兼
良
作
>
と
称
さ
れ
る
い
-
つ
か
の
作

(1
)

(2
)

品
が
あ
る
こ
と
に
'
あ
ら
た
め
て
気
付
い
た
｡
『
古

今

三
島
努
紙
伝
授
』
『
楊

鴫

暁
筆
』
『
中
書
王
物
語
』
『
雅
鷺
合
戦
物
語
』
『
精
進
魚
類
物
語
』
『
若
気
噸
畔
物

語
』
『
執
金
剛
神
縁
起
』
『
酒
飯
論
』

『
ね
さ
め
の
記
』
『
和
歌
題
林
抄
』
な
ど
が

そ
れ
で
あ
る
が
､
小
論
で
述
べ
よ
う
と
思
ふ

『
別
歌
百
首
』
も
そ
の
一
で
あ
る
｡

本
書
が
兼
良
作
で
な
い
こ
と
は
､
比
較
的
容
易
に
想
像
し
う
る
の
で
､
小
論

で
は
'
文
学
史
に
お
け
る
位
相
を
中
心
に
考

へ
て
行
-
こ
と
に
し
た
い
｡
な
ほ
'

本
書
は
未
翻
刻
資
料
な
の
で
､
追
っ
て
翻
刻

･
紹
介
し
た
い
と
思
ふ
｡

二

研
究
史
概
括
-

序
の
意
味
-

本
書
に
つ
い
て
は
､
早
く
福
井
久
蔵
氏
が

｢
永
亭
二
年
二
条
太
閤
と

一
条
太

武

井

和

人

閤
を
撰
び
出
し
'
家
々
の
口
伝
の
歌
を
抜
き
新
註
を
加

へ
し
も
の
｡
始
の
歌
は

『
う
ら
や
ま
し
-
-
』

の
詠
な
り
｡

寛
永
二
年
六
月
の
一
写
本
南
葵
文
庫
に
あ

り
｣

(
『大
日
本
歌
書
綜
覧
中
』
<
不
二
書
房
=
昭

2
･10>
)

と
述
べ
て
ゐ
る

が
'

井
上
宗
雄
氏
の
次
の
整
理
が
､
今
の
と
こ
ろ
唯

一
の
業
績
と
い
へ
よ
う
｡

書
陵
部

･
神
宮
文
庫

･
旧
南
葵
文
庫
等
に
写
本

一
冊
で
伝
わ
る
が
､
書
陵
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部
本
に
は
'
巻
頭
に
､

此
集
永
享
二
年
に
二
条
の
太
閤
と

一
条
の
太
閤
と
撰
び
出
し
家
々
の
口

伝
集
な
り
と
云
々

と
あ
り
､
第

一
に
後
鳥
羽
院
の

｢
う
ら
や
ま
し
-
-
･｣
以
下
､
著
名
な
古

歌

(略
)
を
'
後
鳥
羽
院
御
口
伝
と
か
野
守
鏡
と
か
諸
説
を
掲
げ
て
注
し
'

人
丸
の

｢
ほ
の
ぐ

と
-
-
｣
の
歌
に
至
る
｡
尤
も
神
官
本
に
は
持
基

･

兼
良
云
々
の
文
は
な
い
し
'
か
な
り
荒
唐
な
説
も
引
い
て
お
り
､
仮
托
の

書
で
あ
ろ
う
｡

し
か
し
永
事
項
に

こ
の
両
人
が
代
表
的
な
権
門
歌
人
で

あ
っ
た
の
は
確
か
で
あ
る
｡
(『中
世
歌
壇
史
の
研
究
室
町
前
期
』
<
風
間
書

房
-
昭

36
･
10
>
)

こ
の
序

(?
)
に
つ
い
て
考

へ
る
べ
き
点
は
'
二
つ
あ
る
｡



川

持
基

･
兼
良
の
こ
と
を

｢
太
閤
L

と
呼
ん
で
ゐ
る
｡
｢
太
閤
｣

の
通
常
の
語

(3
)

義
は
'
関
白
の
位
を
そ
の
子
に
譲
っ
た
者
､
だ
が
'
多
々
良

(大

内
)
義
隆
の

*

｢
一
大
閤
号
事

是

は
関
白
を

息
に
持
れ
た
る
御
方
ヲ
称
シ
候
但
後
成
恩

*
*

寺
殿

一
条
殿
は
息
関
白
ま
し
ま
さ
～
り
し
時
よ
り
大
関
と
申
候
英
は
先
例
子

細
有
て
称
申
也
大
才
博
覧
の
御
方
に
て
御
座
候
故
に
世
に
難
し
申
候
は
ぬ
よ

し
被
仰
出
候
キ
其
分
に
而
候
哉
｣
と
い
ふ
間
に
対
し
て
'

三
条
西
実
隆

は

｢
*
此
事
本
儀
候
*
*
後
福
光
園
摂
政
イ
マ
タ
関
白
の
父
タ
ラ
サ
ル
時
大
関

卜
称
候
キ
是
世
ノ
エ
ル
ス
所
也
但
不
甘
心
之
由
成
恩
寺
関
自
記
シ
ヲ
カ
レ
候

後
成
恩
寺

ハ
関
白
ノ
父
ト
シ
テ
大
間
卜
称
シ
申
キ
｣

(
『
有
職
問
答
』
<
勘
返

状
の
形
式
を
と
る
>

こ

と
答

へ
て
ゐ
る
｡
実
隆
は

否
定
し
て
ゐ
る
が
'
義

隆
間
の
如
き
通
念
が
専
ら
行
は
れ
て
ゐ
た
こ
と
も
十
分
考

へ
ら
れ
る
｡
従
っ

て
へ
兼
良
が

｢
太
閤
｣

と
呼
ば
れ
う
る
素
地
は
､
関
白
を
辞
し
た
享
徳
二
年

(
一
四
五
三
)
あ
た
り
か
ら
既
に
あ
り
'

本
書
成
立
の
上
限
も
､

そ
の
頃
に

求
め
る
こ
と
が
出
来
る
｡

㈹

持
基

･
兼
良
の
共
編
と
し
た
意
図

井
上
氏
の
い
は
れ
る
如
-
､
永
享
期

の
権
門
歌
人
は
'

確
か
に
こ
の
両
人
に
落
着
か
う
が
､
｢永
享
二
年
｣

と
実

に
限
定
的
に
<
時
>
を
示
し
て
ゐ
る
背
景
に
は
､
や
は
り
何
か
あ
る
と
思
は

れ
る
｡
筆
者
に
解
決
の
妙
案
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
､

一
つ
気
に
な
る
こ

(4
)

と
は
あ
る
｡
永

享

初
年
の
頃
'
兼
良
の
昇
進
は
停
頓
の
観
が
あ
っ
た
｡
永
享

四
年

(
一
四
三
二
)
八
月
十
三
日
､
兼
良
は
摂
政
の
詔
を
拝
し
た
が
'
こ
れ

は
義
教
を
左
大
臣
に
す
る
た
め
の
一
時
的
措
置
に
過
ぎ
ず
'
果
し
て
'
同
年

十
月
に
辞
退
さ
せ
ら
れ
'
持
基
が
遠
補
さ
れ
た
｡
加

へ
て
'
兵
使

･
牛
車
の

宣
下
も
な
い
と
い
ふ
異
例
､
摂
政
と
し
て
の
出
仕
も
な
か
っ
た
｡
貞
成
親
王

も

｢
一
条
不
及
拝
賀
｡
無
念
事
せ
｣
(『
看
聞
御
記
』
永
享
四
年
十
月
廿
六
日

条
)
と
記
し
て
ゐ
る
や
う
に
'
兼
良
に
と
っ
て
も

｢
無
念
｣

だ
っ
た
ら
う
｡

つ
ま
り
､
永
享
初
年
の
持
基
と
兼
良
は
'
政
敵
と
い
っ
て
も

よ
い
状
態
だ
っ

た
の
で
あ
る
｡
序
を
書
し
た
某
が
'
そ
こ
ま
で
考

へ
て

(あ
る
い
は
読
者
に

悟
ら
し
め
る
や
う
に
)
こ
の
一
文
を
加

へ
た
の
か
ど
う
か
'
は
っ
き
り
し
な

い
け
れ
ど
も
､
以
上
の
背
景
は
､
視
野
に
と
ど
め
て
置
く
必
要
が
あ
る
｡

三

伝
本
と
分
類
基
準

ま
づ
'
管
見
に
入
っ
た
伝
本
を
掲
げ
'
そ
の
簡
単
な
書
誌
を
記
し
て
置
か
う
｡

〔第

一
類
=
非
省
略
本
〕

①

井
上
宗
雄
氏
蔵
本

『
国
書
総
目
録
』

未
載
.

2

･
5
×
2

･
2
8
.
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『
高
藤
物
語
』

と
合
緩
｡

奥
書

･
識
語
等
な
し
｡
江
戸
初
期
写
｡
以
下
へ

歌
番
号

･
引
用
は
こ
の
本
に
よ
る
｡

⑧

島
原
公
民
館
松
平
文
庫
蔵

｢
列
歌
百
首
｣

本
<
1
4
1
･
3
3
>

27

･
6
×
20

･
1
8
0
序
が
巻
末
に
置
か
れ
て

ゐ
る
.
江
戸
初
期
写
｡

@

神
宮
文
庫
蔵
本
<
3
･
2
7
5
>

2

･
4
×
l

･
2
8
.
村
井
古
厳

春
納
本
｡
江
戸
初
中
期
写
｡

〔第
二
類
=
省
略
本
〕

④

東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
本
<
E
3
-
･
1
3
7
7
>

23

･
3
×
16

･
9
讐

旧
南
葵
文
庫
本
.
奥
書
が

｢寛
永
二
年
六
月
十

1
日

終
｣

と

あ
る
が
､
実
際
の
書
写
は
江
戸
中
期
か
｡

⑤

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
<
鷹

･
2
5
4
>

鷹
司
本
｡
23

･
6
×
16
･
8

･飾
｡
奥
書
が

｢
千
時
享
保
二
丁
酉
年
八
月
中
八
日
写
之
｣
と
あ
り
､
こ
の

時
の
書
写
と
見
倣
し
て
よ
か
ら
う
｡
表
紙
見
返
し
に
付
寒
が
貼
ら
れ
'
な

か
な
か
興
味
深
い
記
事
が
見
え
る
｡

蚊
田
蒼
生
子
善
人
拓
本
古
今
和
歌
集
袖
書
云

一
条
関
白
兼
良
公
博
聞
強
記
倭
漠
之
才
人
故
無
師
而
欲
読
古
今
集

雑
読
義
不
通
慨
然
咲
日

一
関
之
市
必
立
之
平

一
巻
之
書
必
立
之

師
況
歌
道
之
奥
乎
克
燈
勝
就
冷
泉
持
為
卿
学
三
代
集
之

秘
説
乃
賜
千
書
目
自
今
可
為
当
家
之
羽
翼
云
JV
其
千
書
目
至
今

存
冷
泉
家
也
-
-
<

A
>

(略
)

考
兼
良
公
抄
云
或
人
貫
之
真
筆
集
持
参
覧
之
云
当
流

ハ
天
福
本
讃
本
仇

不
止

被
返
之
此
通
ノ
｢
ア
-
仇
不
為
多
用
尤
ノ
｢
也
-
-
入

B
>

<

B
>
で
い
ふ

『
兼
良
公
抄
』

が
何
か
分
ら
な
い
が
､<

A
>
の
特
に
前

半
は
'
『
後
成
恩
寺
禅
閤
行
跡
』
(東
山
御
文
庫
記
録
)
の

｢
一
歌
道
相
伝

之
儀
-
-
別
無
師
範
但
冷
泉
大
納
言
持
為
卿
為
家
礼
有
遺
志
之
事
｣
に
相

通
ふ
所
が
あ
り
'
注
目
す
べ
き
で
あ
る
｡
以
下
第
二
類
の
引
用
は
こ
の
本

に
よ
る
｡

⑥

天
理
図
書
館
蔵

｢
別
家
百
首
｣

本
<
9
1
1
･
2
･
9
1
5
>

23

･

9
×
l

･
3
偶
｡
江
戸
中
末
期
写

.

⑦

久
曽
神
昇
氏
蔵

｢
和
歌
百
首
注
｣
本

未
見
｡
三
谷
栄

一
氏

｢
新
資
料

よ
り
観
た
る
竹
取
物
語
｣
(『
国
学
院
雑
誌
』
昭
14
･
2
)
に
よ
る
｡
引
用

箇
所
か
ら
'
第
二
類
と
判
別
し
た
｡

こ
の
他
､
素
行
文
庫
に
も
目
録
に
よ
る
と

一
本
蔵
さ
れ
る
ら
し
い
が
'
未
調
査

で
あ
る
｡

次
に
'
伝
本
の
分
類
基
準
で
あ
る
《
省
略
▲1

非
省
略
》
が
､
比
較
的
よ
く

あ
ら
ば
れ
て
ゐ
る
も
の
を
'
典
型
と
し
て
示
す
こ
と
に
す
る

(な
ほ
歌
序
も
'

両
系
統
で
若
干
の
相
違
が
認
め
ら
れ
る
が
､
本
質
的
な
相
違
と
は
考

へ
ら
れ
な

い
の
で
'
省
略
し
た
)
0

第

1
類
-
非
省
略
本

L

第
二
類
=

省
略
本

29

か
ゑ
る
さ
の
物
と
や
人
の
な
か
む
ら
ん
待
夜
な
か
ら
の
あ
り
あ
け
の
月

(定
家
)

(
A
V
恨
変
恋
と
あ
り
(
B
V人
は
か
な

た
こ
な
た
へ
か
よ
へ
は
帰
る
さ
の
物

と
や
の
み
や
な
か
む
ら
ん
我
か
た
は

空
た
の
め
に
て
い
つ
も
待
夜
な
か
ら

こ
そ
有
明
の
月
を
は
見
れ
此
哀
を
は

そ
な
た
に
は
し
ら
し
と
也

(
A
V
恨
て
変
す
る
恋
と
あ
り
自
讃

歌
の
こ
と
し

19

た
だ
厳
密
に
い
ふ
と
'
｢
人
は
か
な
た
-
-
｣
が
即
ち

『
白
讃
歌

(注
)
』
で
あ

る
､
と
は
な
ら
な
い
し
'
『
自
讃
歌

(荏
)
』
な
ら
ざ
る
何
も
の
か
か
も
し
れ
な

い
の
だ
｡
従
っ
て
､
《
(自
讃
歌
注
ノ
本
文
ヲ
)
省
略
-
1
非
省
略
》
と
い
ふ
図

式
に
､
た
だ
ち
に
置
き
換
へ
る
の
は
考

へ
も
の
な
の
で
あ
る
｡
も
う

一
つ
'
仮

に
第
二
類
-
省
略
本
の
み
を
机
上
に
置
い
た

一
読
者
は
､
｢自
讃
歌
の
こ
と
し
｣

と
い
ふ
注

(?
)
に
対
し
て
'
ど
う
対
処
し
た
ら
い
い

(乃
至
し
う
る
)
の
か
｡

少
-
と
も
､
第
二
類
は
読
者
に
対
し
て
甚
し
-
不
親
切
な
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
'

と
は
い
へ
よ
う
｡
以
上
の
二
点
は
'
課
題
と
し
て
残
し
て
置
-
0



四

出
典
と
そ
の
問
題
点

本
節
で
は
'
採
ら
れ
た
歌
と
そ
の
出
典
調
査
を
報
告
し
'
個
々
の
問
題
点
に

つ
い
て
'
私
見
を
述

べ
て
み
た
い
｡
歌
は
'
出
典
を
明
確
に
し
え
た
も
の
は
､

初
句
を

｢

｣
に
入
れ
て
示

し
､
未
詳
分
は
全
文
を
引
い
た
｡
な
は

'
出
典
は

網
羅
的
で
は
な
-
'
主
要
な

も
の
及
び
視
野
に
を
さ
め
る
べ
き
も
の
に
限
定
し

た
｡
ま
た
'
原
拠
と
考

へ
ら
れ
る
出
典
名
を
最
初
に
置
-
や
う
に
つ
と
め
た
｡

Ej

後
鳥
羽
院
<
15
首
>

-

｢
う
ら
や
ま
し
｣
遠
島
百
首

･
春
12
㌧
増
鏡

･
新
島
守

2

｢
里
人
の
｣
遠
島
青
首

･
春
5

3

｢
け
ふ
と
て
や
｣

遠
島
青
首

･
夏

1

4

｢
遠
山
路
｣

遠
島

青
首

･
春
11

5

｢
我
こ
そ
は

｣
遠
島
首
首

･
雑
32
､
増
鏡

･
新
島
守

6

｢
と
に
か
-
に
｣
遠
島
百
首

･
雑

29

7

｢
か
そ
ふ
れ
は
L
遠
島
百
首

･
冬
17

8

｢
か
き
り
あ
れ
は
｣
遠
島
百
首

･
秋
13

(第
三

･
四
類
独
白
歌
)

9

｢
と
は
る
～
を
｣
遠
島
百
首

･
雑

10
(第

1
類

コ
ノ
敢
闘
)

10

｢
桜
さ
く
｣

自
讃
歌
､

建
仁
三
年
釈
阿
九
十
賀
'

御
集
'
新
古
今

9
9
'

近
代
秀
歌
'
詠
歌
大
概
､
時
代
不
同
歌
合

11

｢
露
は
袖
に
｣
自
讃
歌
'
新
古
今

4
7
0

12

｢
見
る
ま
～

に
｣

白
讃
歌
､
新
古
今

9
8
9

13

｢
み
つ
か
き
や
｣

白
讃
歌
'
御
集
'
玉
葉

2
7
3
5

14

｢
人
心
｣

遠
島
百
首

･
雑
21

15

｢
な
き
人
の
｣

自
讃
歌
､
徴
集
､

新
古
今

8
0
1
'

近
代
秀
歌
'
詠
歌

大
概

*
後
鳥
羽
院
の
出
典
は
'

『
遠
島
首
首
』

と

『
自
讃
歌

(注
)
』

(『
新
古
今

集
』
で
は
13
の
場
合
説
明
が

つ
か
な
い
)
の
二
書
と
思
は
れ
る
｡
ま
た

『
遠
島

百
首
』

の
伝
本
は
､

田
村
柳
壱
氏

｢
遠
島
百
首
の
伝
本
に
つ
い
て
｣

(和
歌
文

学
会
例
会
発
表
'
昭
56

･
5
)
に
よ
る
と
四
系
統
に
分
け
ら
れ
る
が
､
8

･
9

か
ら
見
て
'
本
書
の
編
者
は
'
第
三

(乃
至
四
)
類
の

一
本
を
用
ゐ
た
や
う
だ
｡

な
は
､
歌
番
号
も
同
氏
発
表
資
料
に
よ

っ
た
｡
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式
子
内
親
王
<

5
首
>
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｢
な
か
め

つ
る
｣

新
古
今

5
2
､

正
治
二
年
初
度
百
首

･
春
'
三
百
六

十
番
歌
合
'
定
家

八
代
抄
'
定
家
十
体

･
濃
様
､
白
讃
歌
'
式
子
内
親
王

20

集
17

｢
わ
す
れ
て
は
｣
新
古
今

1
0
3
5
､
定
家
十
体

･
幽
玄
体
'
自
讃
歌
､

式
子
内
親
王
集
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｢
き
り
の
葉
も
｣

新
古
今

5
3
4
､

正
治
二
年
初
度
首
首

･
秋
へ

三
百

六
十
番
歌
合
､
定

家
八
代
抄
'
自
讃
歌
'
式
子
内
親
王
集

19

｢
な
か
め
俺
ぬ
｣

新
古
今

3
8
0
､

正
治
二
年
初
度
百
首

･
秋
､

定
家

八
代
抄
､
時
代
不

同
歌
合
'
自
讃
歌
､
式
子
内
親
王
集

20

｢
そ
れ
な
か
ら
｣
新
古
今

3
6
8
'

定
家
八
代
抄
'

自
讃
歌
､
詠
歌
大

概
､
式
子
内
親
王
集

*
原
拠
を

一
応

『
新
古
今
集
』
と
考

へ
た
が
'
あ
る
い
は

『
白
讃
歌

(注
)
』

か
も
し
れ
な
い
｡

回

定
家
<
20
首
>

21

｢
あ
け
て
な
を
｣

拾
遺
愚
草

･
韻
歌
百
廿
八
首
和
歌

･
旅

22

1
年
も

へ
ぬ
｣

新
古
今

1
1
4
2
､

六
百
番
歌
合

･
恋
二

･
五
番
左
'

拾
遺
愚
革
､
自

讃
歌

23

｢
あ
ち
き
な
-
L

新
古
今

1
1
9
6
､

拾
遺
愚
草

･
二
見
浦
首
首
へ

自

讃
歌

24

｢
来
ぬ
人
の
｣

続
古
今

4
1
7

お
し

26

｢
た
の
む
夜
の
｣

拾
遺
愚
草

･
下

･
恋

27

さ
れ
は
こ
そ
人

か

へ
り
け
れ
浅
茅
原
ね
た
-
や
今
菅
露
も
こ
ほ
れ

つ

28

1
消
侍
ぬ
｣

新
古
今

1
3
2
0
㌧

千
五
百
番
歌
合

･
二

九

一
番
右
､

拾
遺
愚
革
､
白
讃
歌

劫

｢
か
ゑ
る
さ
の
｣

新
古
今

1
2
0
6
､

拾
遺
愚
草

･
閑
居
青
首
'

白
讃

歌

30

｢
か
わ
れ
た
～
｣

六
百
番
歌
合

･
恋
二

･
廿
七
番
左
'
拾
遺
愚
草

31

花
さ
か
は
つ
け

ん
と
い
ひ
し
宿
な
か
ら
こ
て
ふ
に
似
た
り
春
風
そ
ふ
く

32

｢
息
ふ
事
｣
御
伽
草
子

･
十
本
あ
ふ
ぎ

(穂
久
遭
本
)

33

｢
袖
に
ふ
け
｣
新
古
今

9
8
0
､

拾
遺
愚
草

･
下

･
雑
､

三
体
和
歌
､

自
讃
歌

y

y
y
y

x
x
y
y
y
X
X

34

｢
出
る
と
も
｣

風
雅
2
0
6
6
･
夢
窓
国
師
'
夢
窓
国
師
御
詠
草

く

Y
tl

く
y

35

｢
我
恋
は
｣

壬
二
集

(家
隆
)
･
盲
首
和
寄
洞
院
摂
政
家

･
不
遇
恋
､
定

家
家
隆
五
十

番
歌
合

･
升
五
番

36

お
も
ひ
か
ね
そ
の
里
人
に
こ
と
～

は
む
お
な
し
岡

へ
の
松
は
見
ゆ
や
と

37

｢
お
も
か
け
は
｣
六
百
番
歌
合

･
恋

一
･
升
番
左
､
拾
遺
愚
草

38

｢
う
ち
わ
た
す
｣
拾
遺
愚
草
'
正
治
二
年
初
度
盲
首

･
春
'
続
古
今

6
3

39

｢
高

砂
の
｣
定
家
家
隆
五
十
番
歌
合

･
廿
八
番

y
y
y
y

40

｢
ひ
る
は
来
る
L

新
古
今

1
3
7
1
･
読
人
不
知

*
定
家
の
場
合
'
原

拠
を

一
二
に
は
限
定
し
え
な
い
｡
『
新
古
今
集
』
『
拾
遺

(5
)

愚
草
』
『
自
讃
歌
』
な
ど
が
そ
の
主
た
る
も
の
だ
ら
う
が
､
(36
)
･
39
の

『
定

家

(6
)

家
隆
五
十
番
歌
合
』
や
'
か
な
り
怪
し
い
も
の
の
32
の

『
十

本

あ
ふ
ぎ
』
な
ど
､

そ
の
幅
は
極
め
て
広
い
｡
さ
ら
に
問
題
な
の
は
､

4
首
の
出
典
未
詳
歌
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
､
34

･
35

･
40
の
誤
伝
歌
で
あ
ら
う

(な
は
､

25
は
､
『
拾
遺
愚

草
』
皇
后
宮
大
輔
首
首

･
逢
不
遇
恋
の
北
伝
､

27
は
'
『
鴨
長
明
集
』

恋

･
成

疑
心
恋
の
誤
伝
､
36
は
､
『
藤
川
百
首
』

(定
家
)
恋

･
初
尋
縁
恋
の
北
伝
か
も

21

し
れ
な
い
)
｡
特
に
34
は
不
可
解
で
'
『
風
雅
集
』
の
前
後

に
配
列
さ
れ
て
ゐ
る

歌
人
に
､
定
家
の
名
は
見
え
な
い
｡
あ
る
い
は
別
の
原
拠
が
あ
る
か
｡
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月
良
経
<
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首
>

×
×

｢
い
に
L

へ
は
｣

千
五
百
番
歌
合

･二

二

一
五
番
右

･
通
光

お
も

へ
と
も
息
は
ぬ
と
こ
そ
お
も
ふ
ら
め
さ
り
と
て
は
ま
た
あ
り
明
の

｢
浪
そ
よ
る
｣

六
百
番
歌
合

･
恋
三

･
廿

一
番
左
'
月
清
集

花
も
り
の
き
ひ
し
か
り
け
る
ほ
と
見
え
て
手
折
め
お
ほ
き
山
桜
か
な

こ
す
の
間
に
ひ
と
り
や
月
の
ふ
け
ぬ
ら
ん
ひ
こ
ろ
の
袖
の
涙
も
と
め
て

い
か
さ
ま
に
椎
の
下
葉
は
秋
な
か
ら
色
か
は
ら
は
と
露
も
う
ら
み
む

｢
や
す
ら
ひ
に
｣

六
百
番
歌
合

･
恋
三

･
十
三
番
左
､
月
清
集
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そ
の
ま
～
に
我
う
ち
ふ
す
と
か
た
れ
月
を
-
り
し
人
の
か
ゑ
り
い
ら
す

ま

む
*
忠
峯
も
56

･
57
･
59

･

60の
未
詳
歌
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
だ
が
'
55
の
如

52 51 50 49

｢
人
す
ま
ぬ
｣

新
古
今
1
5
9
9
㌧
月
清
集
'
自
讃
歌

｢

春
日
山
｣
新
古
今
7
4
8
､
月
清
集
､
自
讃
歌

×

X

｢

見
る
た
ひ
に
｣

後
拾
遺

1
0
1
9
･
懐
寿

-
も
れ
た
ゝ
な
か
む
る
か
ら
に
か
な
し
き
は
月
に
お
ほ
ゆ
る
人
の
面
か

き
名
歌

(詳
細
は
後
述
)
も
あ
り
､
凡
そ
不
可
解
で
あ
る
､
と
は
い
へ
ま

い

｡

け
ー

53

た
～

涙
竹
を
夜
の
間
に
そ
め
つ
ら
ん
あ
ね
と
い
も
と
は
お
な
し
世
中

*
良
経
の
場
合
'
先
目
に
つ
-
の
が
､
屯

･
44
･
4

･
4

･
4

･
5

･
53
の

出
典
未
詳
歌
で
あ
る
｡

な
は
'
52
は
'
『
新
古
今

集
』
恋
四

･1

2
7

0
､

八

粂
院
高
倉
の

｢
曇
れ
か
し
な
が
む
る
か
ら
に
悲
し
き
は
月
に
お
ぼ
ゆ
る
人
の
面

影
｣

の
誤
伝
か
も
し
れ
な
い
｡
あ
る
い
は
筆
者
の
調
査
漏
れ
か
も
し
れ
な
い
が
'

少
な

-
と
も

『
月
清
集
』
に
は
存
し
な
い
｡
た
だ
､
41
･
51
の
如
き
明
々
白
々

な
誤
伝
歌
を
念
頭
に
置
-
と
'
良
経
作
と
考

へ
な
い
方
が
良
い
だ
ら
う
｡

瓦

只
峯
<
7
首
>
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｢
す
み
よ
し
と
｣
古
今
9
1
7

55

｢
有
明
の
｣

古
今
6
2
5
､
百
人

一
首
'
詠
歌
大
概

鮎

郭
公
し
て

の
山
路
を
は
る
く

と
鴇
に
く
つ
は
を
こ
い
に
く
る
か
な

57

さ
ら
は
な
と
よ
の
な
み
な
ら
て
春
の
花
の
秋
の
夕
に
う
き
に
も
れ
す
は

X
X
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｢
奈
良
さ
か
や
｣

万

葉

3
8
3
6
､

古
今
六
帖

･
六
､

和
歌
童
蒙
抄
'

袖
中
抄
'
和
歌
色

葉
､
夫
木
抄

･
廿
九

野

人
の
子
は
お
や
に
似
る
な
る
も
の
を
と
て
恋
し
き
時
は
鏡
を
そ
み
る

60

さ
を
し
か
の
入
野
～

す
～
き
は
つ
を
は
な
い
つ
か
は
い
も
か
手
枕
に
せ

国

業
平
<
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首
>
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｢
お
き
も
せ
す
｣
伊
勢
物
語
3
段
､
古
今
6
1
6
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｢
し
な
の
な
る
｣
伊
勢
物
語
8
段
､
新
古
今
9
0
3
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｢武
蔵
野
は
｣
伊
勢
物
語
12
段
､
古
今
1
7
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｢
お
も
ひ
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は
｣

伊
勢
物
語
3
段

65

｢
む
さ
し
あ
ふ
み
｣

伊
勢
物
語
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段
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と
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伊
勢
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段
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｢
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｣

伊
勢
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語

は
段
､
古
今
9
7
1
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｢
野
と
な
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は

｣
伊
勢
物
語
1-3
段
'
古
今
9
7
2
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｢
思
ふ
事
｣

伊
勢
物
語
124
段
'
御
伽
草
子

･
花
鳥
風
月
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｢
つ
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に
行

｣
伊
勢
物
語
125
段
､
古
今
8
6
1

*
原
拠
は

『
伊
勢
物
語
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で
あ
る
｡

田

西
行
<
7
首
>
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｢
心
な
き
L
新
古
今
3
6
2
､
山
家
集

･
上
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｢
津
の
国
の
｣

新
古
今
6
2
5
､
西
行
上
人
集
､
自
讃
歌

73

｢
あ
は
れ
い
か

に
｣
新
古
今
3
0
0
､

西
行
上
人
集
'

近
代
秀
歌

(自

筆
本
)
'
詠
歌
大
概
'
自
讃
歌

74

｢
な
か
む
と
て
｣
新
古
今
1
2
6
㌧
山
家
集

･
上
､
自
讃
歌

75

｢
昔
お
も
ふ
｣

新
古
今
6
9
7
㌧
聞
書
集
､
西
行
上
人
集

76

｢
月
見
は
と
｣

新
古
今
9
3
8
㌧
西
行
上
人
集
へ
自
讃
歌

22

77

1
風
に
な
ひ
-
｣

新
古
今
1
6
1
3
､
西
行
上
人
集
､
自
讃
歌

*
原
拠
は

『
新
古
今

集
』
で
あ
る
｡

瓦

具
親
<
3
首
>

78

1
と
き
し
も
あ
れ
｣

白
讃
歌
,
新
古
今
1
2
1
'
正
治
二
年
二
度
百
首
･

香
79

1
い
ま
は
又
｣
自
讃
歌
,

新
古
今
5
8
7
､

千
五
百
番
歌
合

･
八
六
九

番

左

80

1
こ
か
ら
し
よ
｣
自
讃
歌
､
千
五
百
番
歌
合

･
九
四
四
番
左

*
原
拠
は

『
自
讃
歌

(注
)
』
だ
ら
う
｡

固

雅
経
<
-
首
>

×

×

x
X

X

X
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1
お
も
ひ
人
｣
新
古
今
1
3
1
7
･秀

能

､

如
願

法

師

集

◇

1
つ
-
は
山
｣
(周
防
内
侍
作
ト
ス
ル
毛
､
新
古
今
1
0
1
3
'
重
之
集

二
見

ユ
ル
重
之
歌
ナ
-
)

*

1
つ
-
は
山
｣

(
こ
れ
に
も
若
干
の
注
が
付
さ
れ
て
ゐ
る
)

を
加

へ
る
と
'

計
石
首
に
な
る
の
で
,

あ
る
い
は
こ
れ
も
-
首
と
数

へ
る
べ
き
な
の
か
も
し
れ

な

い｡
81
誤
伝
の
理
由
は
不
明
｡

画

家
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<
3
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>
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清
見
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た
雪
も
う
か
は
ぬ
狼
の
上
に
月
の
-
ま
な
る
む
ら
千
鳥
か
な
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｢
あ
ま
の
川
｣
壬
二
集

･
中

･
秋
､
六
家
抄

84

｢
嵐
ふ
-
｣
壬
二
集

･
中

･
冬
､
六
家
抄

ヽ
ヽ
1
1
ヽ
ヽ

*
『
順
徳
院
御
集
』
に

1
台
よ
み
か
た
雲
と
ま
か
は
ぬ
波
の
上
に
月
の
く
ま

な
る
む
ら
ち
と
り
か
な
｣
(続
類
従
本
)

と
い
ふ
歌
が
見
え
'
82
は

､
あ
る
い

は
こ
の
誤
伝
か
｡

盟

有
家
<
3
首
>

85

｢花
を
の
み
｣
白
讃
歌
､
読
後
拾
遺
3
5
8

86

｢
大
淀
の
｣

自
讃
歌

87

｢
釆
ぬ
秋
の
｣

自
讃
歌

*
原
拠
は

『
白
讃

歌

(注
)
』
で
あ
る
｡

国

宮
内
卿
<
2
首
>

88

1
か
た
え
さ
す
｣
新
古
今
2
8
1
､

千
五
百
番
歌
合

･
五

〇
二
番
左
､

白
讃
歌

89

1
月
を
な
を
｣
新
古
今
4
2
3
､
仙
洞
五
十
首
'
自
讃
歌

*
原
拠
は

『
新
古
今
集
』
か

『白
讃
歌

(注
)
』
だ
ら
う
｡

団

赤
人
<
-
首
>

90

｢
和
歌
の
浦

に
L
万
葉
9
1
9

国

慈
鎮
<
4
首
>

91

1
我
恋
は
｣
新
古
今
1
0
3
0
,

正
治
二
年
初
度
百
首

･
恋
､

拾
玉
集

92

1
い
つ
ま
て
か
｣
新
古
今
3
7
9
,

正
治
二
年
初
度
百
首

･
秋
､
拾
玉

集
'
自
讃
歌

93

1
我
恋
は
｣
新
古
今
1
3
2
2
,

慈
鎮
和
尚
自
歌
合
､

拾
玉
集
､
後
鳥

羽
院
御
口
伝
､
詠
歌
大
概

94

か
け
活
き
月
よ
り
落
る
袖
の
雨
に
軒
の
山
の
端
雲
は
秋
の
夜

*
原
拠
は

『
新
古
今
集
』
だ
ら
う
｡

圏

俊
成
<
-
首
>

95

1
昔
お
も
ふ
｣

新
古
今
2
0
1
､

長
秋
詠
藻

･
右
大
臣
家
百
首
'

自
讃

歌

23



幽

能
因
<
-
首
>

96

｢
山
寺
の
｣
新
古
今
1
1
6
㌧
能
因
法
師
集

団

道
真
<
-
首
>

97

｢
ひ
こ
ほ
し
の
｣

新
古
今
1
6
9
8

団

貫
之
<
-
首
>

98

｢
袖
ひ
ち
て
｣
古
今
2
'
貫
之
集

団

人
丸
<
-
首
>

99

｢
ほ
の
ほ
の
と
｣
古
今
4
0
9

(左
注
-
-
人
丸
)

*

次
に
､
歌
人

の
配
列
と
そ
の
歌

数
に
つ
い
て
､
あ

る
程
度
の
規
則
性
が
認
め

ら
れ
る
の
で
'
そ
れ
を
整
理
し
て
置
か
う
｡

川

歌
数
が
加
首
を

1
単
位
と
し
て
ゐ
る
ら
し
い
｡

㈱

新
古
今
歌
人
が
三
群
に
分
れ
て
か
た
ま
っ
て
ゐ
る
｡

一会冨 1:] 20

△B]20 20

-△冨 1;] 20

[司101
-△E]7
△固 3-
△B]1(2)-

△圃 3
△Ei]3

-△国 21
題 11

∧ <
歌 小
数 計
∨ >

i
※
△
-
-
新
古
今
歌
人

五

注
文
と
請
書
と
の
関
係

日

木
戸
孝
範

『
自
讃
歌
注
』

第
三
節
に
お
い
て
'
『
自
讃
歌

(注
)
』
の
省
略
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
記

くA〉第#

白 根
着 て
苛 変

の すこ る
と 恋

L とあ
り

ら此 こ に詠 よくB〉し哀 そ て らへ 人とを有 い ん は は 孝敬注
也 は 明 つ 我 帰 こそ の も方 るなな 月得 は きただ 霞要 害 蒜 芸

は兄 か の とた
しれ らめ や か

こ
こ
で
す
べ
て
の
例
を
示
す
が
'
1
日
讃
寄
の
こ
と
L
L

や
そ
れ
に
類
す
る

表
現
を
'
白
で
あ
ら
は
し
た
｡

29 28 23 22201918171614121110 9 歌井番上号本

1051071061042013141612 410 5 2 1 歌自番蓄号歌

定 式 院 作者
家 子

妄至 A A 古今 第類

+B ++ B

A G+ B B 十+ A C A + + A A A A A AA C
B + C C +

D ++ D
+ D D +
E . E

A 自 A′ 自十 十 + A 自 白 A 自 A A′A A 白+ 第
自 B 自 F 類

+B. AB A三吉 B告を B A B B B B A A 孝範

し
た
が
'
実
は
､
『自
讃
歌

(注
)
』
と
思
は
れ
る
部
分
が
､
正
し
く
木
戸
孝
範

『
自
讃
歌
注
』
で
あ
っ
た
｡
同
書

(以
下

『
孝
範
注
』
と
称
す
る
こ
と
に
す
る
)

に
つ
い
て
は
'
井
上
宗
雄
氏

｢
欽
諾

配
自
讃
歌
注
釈

･
和
歌
十
鉢

(毎
月
抄
)

に
つ
い
て
｣
(『
か
が
み
』
12
-
昭
43

･
3
)
の
中
で
'
1
〔大
東
急
本

ハ
〕
孝
範

が
関
東
で
注
釈
し
､
催
月
老
人
が

(多
分
転
写
し
た
の
を
)
所
持
し
,
そ
れ
を

某
が
明
応
二
年

(
一
四
九
三
)
九
月
に
写
し
た
の
で
あ
る
｡
-
-
注
釈
者
孝
範

は
漢
詩

･
古
歌
に
通
じ
た
博
学
な
人
の
如
-
で
あ
る
｡
･･･-
･と
も
す
る
と
古
人

の
事
坊
を
説
話
化
し
'
そ
れ
と
結
び
つ
け
て
牽
強
付
会
な
解
釈
に
陥
り
が
ち
で

ぁ

っ
た
-
-
行
き
方
と
は

一
線
を
画
し
て
い
る
｣
と
述
べ
ら
れ
て
ゐ
る
｡
ま
た

『
自
讃
歌
注
』

全
体
の
諸
本
に
つ
い
て
は
､

石
川
常
彦
氏

『
月
花
集
拾
遺
温
泉

寺
本
自
讃
歌
注
』
(和
泉
書
院
=
昭
56

･10
)
に
詳
し
い
が
､

A
-
L
ま
で
分
類

さ
れ
る

『
自
讃
歌
注
』

の
中
に
あ
っ
て

､『
孝
範
注
』

は
そ
の
一
類
に
し
か
過

24

ぎ
な
い
'
と
い
ふ
こ
と
は
重
要
だ
ら
う
｡
第
三
節
の
末
尾
で
'
第
二
類
の
不
親

切
さ
を
論
じ
た
が
'
右
の
如
き

『
自
讃
歌
注
』
の
諸
本
状
況
を
念
頭
に
置
く
な

ら
ば
､
そ
の
感
を
よ
り
深
く
せ
ざ
る
を
え
ま
い
｡

な
は
'
注
文
が

『
孝
範
注
』
で
あ
る
と
い
ふ
事
実
は
'
筆
者
の
質
問
に
対
す

る
石
川
常
彦
氏
の
御
教
示
に
よ
っ
て
､
は
じ
め
て
知
り
え
た
の
で
あ
っ
て
,
本

項
は
'
本
来
な
ら
ば
石
川
氏
が
御
発
表
さ
れ
る
べ
き
と
こ
ろ
を
､
石
川
氏
の
御

許
可
を
得
て
'
筆
者
が
便
宜
上
小
論
に
組
み
込
ん
だ
も
の
で
あ
る
｡

次
に
そ
の
典
型
と
し
て
'
第
三
節
で
示
し
た
29
の
場
合
を
例
示
し
て
置
か
う
0

*
白
讃
歌
歌
番
号
は
'
刊
本
宗
祇
注
の
も
の
｡

例

へ
ば
9
の
や
う
に
､
第
二
類
本
の
白
が
意
味
す
る
で
あ
ら
う
箇
所
が
､
第

1
類
本

(A
～
E
)
と

『
孝
範
注
』

(A
)
と
で
は
'

必
ず
し
も

1
致
し
な
い

も
の
の
､
重
な
る
箇
所
は
確
か
に
存
す
る
の
だ
か
ら
､
お
は
む
ね
'

自
∬

『
孝
範
注
』

と
見
倣
し
て
良
い
だ
ら
う
.

た
だ
こ
こ
で
留
意
す
べ
き
は
､

3

･S
･89
の

･
孝
範
注
』

に
お
け
る
〃
及
び
C
の
取
り
扱
ひ
で
あ
る
.

と
い
ふ

の
は

'

白

が

意
味
す
る
以
外
の
箇
所
で
,
『
別
歌
百
首
』

と

『
孝
範
注
』
に

ほ
ぼ
同
文
の
注



が
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
｡
し
か
し
'
結
論
を
先
に
述
べ
る
と
､
こ
の
三
例
い

つ
れ
も
､

一
致
し
て
も
そ
れ
程
不
思
議
で
は
な
い
体
の
も
の
な
の
で
あ
る
｡
実

際
に
抄
記

･
比
較
し
て
み
よ
う
｡

85

〔別
歌
百
首
〕
(
A
V
深
山
暁
月

(
B
V
三
吉
野
は
-
!
･を
し
き
也

へ
c
V月

と
花
と
お
な
し
-
L
や
う
す
る
心
な
り

(①
)

〔孝
範
注
〕
(
〟
)深
山
暁
月
と
云
題
也

(
C
V
花
月
共
に
賞
す
る
心
な
る

へ

し

※

コ
ノ
歌
､
『
和
歌
題
林
愚
抄
』
『
明
題
和
歌
全
集
』
ノ

｢
深
山
暁
月
｣

ノ
部

二
人
レ
-
0

87

〔別
歌
百
首
〕
(
A
V
水
辺
冷
白
秋

へ
B
V
い
ま
た
釆
ぬ
秋
-
-
む
す
ふ
ほ

と
な
る
と
也

(㊨
)

(
A
V水
辺
の
秋
よ
り
も
冷
し
自
讃
か
注
の
こ
と
し

(①
)

〔孝
範
注
〕

(
〟
)水
辺
冷
白
秋
と
云
へ
る
題
也

(
B
V
い
ま
た
こ
ぬ
秋
-

(̂
･)

-
結
ふ
程
な
る
そ
と
よ
め
る
(
C
V
廉

中

天
地
乾
坤
外
と
い
へ
る
に
す
こ
し

か
よ
ふ
心
あ
る
へ
き
歎

89

〔別
歌
百
首
〕

(
A
V雨
後
月

(
B
V此
苛
か
-
れ
た
る
所
な
し
-
-
･抜
群

林
に
入
ら
れ
た
り
(
C
V
是
は
愛
に
は
-
-
た
か
き
か
こ
と
く
也

(①
)

二∴
こ

(
A
V
雨
の
う
ち
の
月
日
讃
苛
の
こ
と
し

(⑤
)

〔孝
範
注
〕

(
〟
)
雨
後
月
を
と
あ
り
(
B
V此
苛
か
く
れ
た
る
所
な
し
-

-抜
群
の
林
に
入
ら
れ
た
り

へ

g
V

の場
合
は
い

づ
れ
も
歌
題
で
､
85
の
※
の
や
う
な
こ
と
も
あ
る
の
で
,
同

文

で

あ
つ
て
も
許
る
必
要
は
な
か
ら
う
｡
た
だ
85
の
(
C
V
は
若
干
気
に
な
る
が
,

こ
れ
と
て
も
､
歌
の
内
容
か
ら
比
較
的
容
易
に
導
き

っ
る
注
で
あ
る
か
ら
,
あ

へ
て
問
題
に
せ
ず
と
も
よ
い
｡

そ
れ
よ
り
も
さ
ら
に
重
要
な
こ
と
は
､
『
別
歌
百
首
』

と

『
孝
範
注
』

と
の

か
く
の
如
き

密
な
る
関
係
で
あ
る
｡
『
孝
範
注
』
は
､

大
東
急
本
の
奥
書
が
伝

へ
る
や
う
に

､

正
し
-
木
戸
孝
範
そ
の
人
の
注
だ
ら
う
が
'

と
す
る
と
･
『
別

(8
)

歌
百
首
』

も
t

と
考

へ
る
の
が
素
直
な
想
像
で
あ
る
｡

し
か
し
,
『孝
範

注
』

は
後
世
存
外
広
く
流
布
し
て
ゐ
た
形
跡
も
あ
り
､

即
断
は
で
き
な
い
｡
『
別
歌

青
首
』
の
作
者
は
と
も
か
-
も
'
第
二
類
本
の
如
き
形
態
の
系
統
も
あ
る
と
い

ふ
こ
と
は
'
ご
-
狭
い
文
学
的
空
間
の
中
で
当
初
は
成
立
し
た
,
と
考

へ
ざ
る

を
え
ま
い
｡
『
別
歌
古
歌
』
成
立
の
背
景
に
つ
い
て
は
､

以
下
で
も
考

へ
る
つ

も
り
で
あ
る
｡

InJ
『
遠
島
百
首
』
諸
注

本
書
の
主
要
な
出
典
の
一
つ
に

『
遠
島
青
首
』

が
あ
る
こ
と
は
'
既
に
前
節

26

に
て
述
べ
た
が
'
『
遠
島
百
首
』

に
は
中
世
の
成

立
と
思
は
れ
る
注
釈
書
が
,

(9
)

数
種
伝
来
し
て
ゐ
る
｡
田
村
氏
前
掲
資
料
を
基
に
'
私
に
若
干
付
け
加

へ
つ
つ
,

本
書
と
諸
注
を
比
較
し
て
み
よ
う
｡
な
は
'
系
統
名
を
付
し
た
｡

5

我
こ
そ
は
に
ゐ
嶋
も
り
よ
沖
の
海
の
あ
ら
き
浪
風
心
し
て
ふ
け

〔別
歌
百
首
〕

我
こ
そ
は
を
か
ん
に
可
聞
寄
也
都
よ
り
後
鳥
羽
院
を
な

く
さ
め
に
人
-

嶋

へ
渡
り
け
る
時
十
日
斗
と
～

め
給
ひ
て
帰
ら
ん
と
し

け
る
時
舟
は
た
ま
て
出
給

へ
は
浪
風
あ
ら
-
た
て
は
此
寄
を
あ
そ
は
し
玖

る
我
こ
そ
は
に
ゐ
嶋
守
に
な
り
ぬ
れ
浪
風
も
し
つ
ま
り
て
都
人
を
は
か
ゑ

せ
か
し
と
て
此
寄
を
あ
そ
は
し
け
る
時
俄
に
浪
風
静
り
て
人

-
都
に
か
へ

り
け
り

(㊨
)

〔

遠
島
百
首
注

･
伏
見
宮
本
〕

*
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
伏
見
宮
本

<
伏

･

1
8
8
>

新
鴫
も
り
と
は
あ
た
ら
し
き
嶋
も
り
也

〔注

･
坂
本
附
注
系
統
〕

*
高
岡
市
立
図
書
館
蔵
本

<
9
1
1
･
ー
･

2
0
2
B
>

新
嶋
守
と
は
あ
た
ら
敷
嶋
守
の
こ
と
也
嶋
に
御
座
所
に
か
り
う
嶋
人
参
ら

肖
∴e

せ
け
る
程
人

-
立
帰
ら
ん
と
せ
ら
れ
け
れ
は
な
み
風
あ
ら
-
吹
て
舟
の
出

へ
き
ゃ
う
な
け
れ
は
我
こ
そ
新
嶋
に
と
め
置
に
あ
ら
き
浪
風
心
し
て
吹
て

か
り
う
を
急
帰
せ
と
の
心
を
よ
め
る
な
り

〔注

･
続
類
従
本
系
統
〕

*
賀
茂
別
電
神
社
三
手
文
庫
蔵
泉
亭
本
<
歌
･

以
>

家
隆
卿
隠
岐
国

へ
参
十
日
斗
砥
候
申
帰
ら
ん
と
し
給
に
波
間
あ
ら
-
て
帰

路
仕
か
ね
て
や
す
ら
ふ
所
に
我
か
-
嶋
守
と
成
て
あ
り
と
も
な
と
科
も
な

き
家
隆
を
は
波
風
心
あ
り
て
都

へ
か
へ
さ
ぬ
そ
と
あ
そ
は
し
け
る
也
俄
に

波
か
せ
し
っ
か
に
な
り
て
渡
海
し
給
ふ
と
也

〔注

･
国
学
院
本
〕

*
丸
谷
竺

氏

『
後
鳥
羽
院
』
(筑
摩
書
房
=
昭
48

･
6
)
所
引

わ
れ
こ
そ
は
と
云
ふ
肝
要
な
り
｡
家
隆
卿
隠
岐
国

へ
参
り
､
十
日
ば
か
り

あ
り
て
帰
ら
ん
と
し
給
ふ
に
､
海
風
吹
き
帰
り
が
た
け
れ
ば
､
我
こ
そ
新

じ
ま
守
と
な
り
て
有
れ
共
､
な
ど
科
な
き
家
隆
を
波
風
心
し
て
都

へ
か
へ

さ
れ
ぬ
と
あ
そ
ば
し
け
る
｡
さ
れ
ば
俄
に
風
し
つ
ま
り
て
家
隆
卿
都

へ
帰

ら
れ
し
と
な
り
｡

･
遠
島
盲
首
』

諸
注
が
説
-
家
隆
云
々
は
'

丸
谷
氏
の
い
ふ
如
-

(前
掲
書
)
'

<
幻
想
>
で
あ
る
｡

『
別
歌
盲
首
』

は

｢
人
′
1

｣
と
ぼ
か
し
て
ゐ
る
も
の
の
'

そ
の
構
図
は
同
じ
と
考

へ
て
よ
い
｡
そ
の
一
方
､
中
世
に
は
､
『
増
鏡
』
新
島
守

の
や
う
に
院
の
独
詠
と
理
解
す
る
人
々

(及
び
読
者
も
)
が
'
確
実
に
ゐ
た
の

ヽ
ヽ
ヽ

で
あ
る
｡

と
す
る
と
､
『
遠
島
盲
首
』

諸
注
の
成
立
圏
と

『
別
歌
百
首
』
の
成

立
圏
と
が
､
重
な
っ
て
ゐ
た
と
は
い
は
な
い
ま
で
も
､
近
接
し
て
ゐ
た
ら
し
い

こ
と
は
,
想
像
に
難
く
な
い
｡
た
だ
両
者
と
も
に
そ
の
成
立
圏
が
は
っ
き
り
し

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

な
い
の
だ
か
ら
'
位
置
を
定
め
る
こ
と
は
無
理
で
あ
る
｡

亘

『
古
今
集
』
『
百
人

盲

』
『
詠
歌
大
概
』
諸
注
及
び

『
柿
本
傭
材
抄
』

『
t
禅
御
説
』

こ
れ
ら
諸
書
に
ま
た
が
る
好
例
と
し
て
､
次
の
1
注
を
考

へ
て
み
よ
う
.

5～

有
明
の
つ
れ
な
-
み
え
し
わ
か
れ
よ
り
あ
か
つ
き
は
か
り
う
き
も
の
は

な
し

後
衣
朝
恋
皆
人
の
有
明
の
月
の
出
る
に
よ
り
て
人
も
帰
れ
は
有
明
を
う
き

27

物
と
い
へ
と
も
有
明
よ
り
も
暁
こ
そ
う
き
物
な
れ
此
暁
に
よ
り
て
こ
そ
有

明
も
あ
れ
人
も
か

へ
れ
と
て
暁
は
か
り
う
き
も
の
は
な
し
と
読
り
は
か
り

は
ほ
と
ゝ

云
事
也

(①
)

こ
の

『
別
歌
宙
首
』
の
注
釈
は
､
中
世
の
注
釈
書
群
の
中
に
あ
っ
て
'
次
の
二

点
に
お
い
て
特
異
で
あ
る
｡

川

表
現
主
体
を
女
性
と
解
す
る
｡

㈹

定
家

･
家
隆
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

(後
述
)
を
記
さ
な
い
｡

(10
)

目に
つ
い
て
見
る
な
ら
ば
､<
男
性
説
>

は

『
顕
注
密
勘
』

に

｢
是
は
女
の

も
と
よ
り
か
へ
る
に
'
我
は
あ
け
ぬ
と
て
い
づ
る
に
､
有
明
の
月
は
あ
く
る
も

し
ら
ず
,

つ
れ
な
く
み
え
し
也
｡
其
時
よ
り
暁
は
う
く
お
ぼ
ゆ
と
も
よ
め
り
｡

只
女
に
わ
か
れ
L
よ
り
､

あ
か
つ
き
ほ
う
き

心
也
L
(顕
注
)
と
見
え
'

室
町



期
の
注
釈
書
に
も

｢
月
と
人
と
両
方

へ
見
る
へ
し
人
を
間
行
て
門
を
あ
く
る
か

と
得
に
あ
け
は

せ
す

し
て
結

句
在
明
の

月
に
成

迄遂
に
あ
け
も

せ
て
そ
の
ま

～

(ll
)

む
な
し
-
帰
る
よ
り

暁
程
う
き
物
は
な

し
と

思
と
り
た
る
心

也
｣(平
松
家
本

『
古
今
集
抄
』
)

｢つ
れ
な
-
み
え
L
と
は

'
あ
は
ず
し
て
か

へ
す
人
の
心
也
｡

有
明
は
ひ
さ
し
-
残
物
な
れ
ば
そ
へ
た
り
｡
あ
ほ
で
帰
歌
也
｡
惣
の
心
は
'
よ

〓∴
こ

も
す
が
ら
心
を
-
だ
-
を
'
も
し
や
と
し
ゐ
て
契
人
に
つ
れ
な
け
れ
ば
'
ち
か

ら
な
う
た
ち
別
て
ゆ
-
に
､
有
明
の
月
ほ
の
か
に
て
心
ぼ
そ
き
暁
の
さ
ま
也
｣

(12
)

(『
両
度
聞
書
』
)
と
見
え
る
｡
即
ち
'
室
町
期
に
は
､<
男
性
説
>
が
通
説
だ
つ

た
と
思
は
れ
る
の
で
あ
る
｡

こ
と
は

『
百
人

一
首
』
諸
注
に
お
い
て
も
全
く
同
様
で
あ
る
｡

〔応
永
抄
=
満
基
抄
〕

*
久
曽
神
昇

･
樋
口
芳
麻
呂
氏

『
御
所
本
百
人

一

首
抄
』
(笠
間
書
院
-
昭
46

･
12
)

此
寄
は
あ
は
す
し
て
帰
る
心
を
よ
め
り
在
明
は
ひ
さ
し
く
残
る
物
な
れ
は

つ
れ
な
-
と
い
ひ
侍
り
此

つ
れ
な
-
み
ゆ
る
は
人
の
事
也
心
は
人
の
も
と

シ
ウ

に
ゆ
き
て
終
夜
心
を
つ
く
し
て
い
か
て
あ
は
ん
と
思
ふ
に
人
は
つ
れ
な
く

て
は
て
ぬ
れ
は
い
か
ゝ

せ
む
と
立
別
こ
ろ
有
明
の
月
の
あ
は
れ
も
ふ
か
き

を
な
か
め
つ
～

帰
る
さ
ま
な
り
た
と
ひ
あ
ふ
夜
の
か
へ
る
さ
な
り
と
も
か

ゝ

る
そ
ら
は
か
な
し
か
る
へ
き
に
結
句
あ
は
て
わ
か
る
～

を
思
ひ
わ
ひ
て

今
夜
の
暁
は
か
り
世
に
う
き
こ
と
は
あ
ら
し
と
思
ふ
よ
し
也
-
-

〔長
草
本
古
注
〕

*
吉
田
幸

一
氏

『
百
人

一
首
古
住

(古
典
文
庫
)
』

(昭
46

･
9
)

-
-
人
の
も
と
に
来
て
あ
れ
と
も
､
人
の
つ
れ
な
く
し
て
､
あ
は
て
わ
か

る
ゝ

暁
に
､
月
の
つ
れ
な
く
の
こ
り
た
る
を
見
て
'
人
を
月
に
い
ひ
な
し

て
､

つ
れ
な
-
み
え
し
わ
か
れ
よ
り
'
と
い
へ
る
な
り
-
-

〔経
厚
抄
〕

*
島
津
忠
夫

･
上
候
彰
次
氏
『

百
人

一
首
古
注
抄
』
(和
泉

書
院
-
昭
57

･
2
)

歌
の
心
､
明
ぬ
と
て
我
は
急
き
帰
る
に
､
月
は
明
る
も
不
知
残
る
を
見
て
へ

つ
れ
な
き
と
云
か
-
る
也
････

〔有
吉
本
小
倉
山
庄
色
紙
和
歌
〕

*
有
吉
保

･
神
作
光

一
氏

『
小
倉
山

庄
色
紙
和
歌
』
(新
典
社
-
昭
50

･
4
)

つ
れ
な
-
み
え
し
わ
か
れ
よ
り
と
い
ふ
は
人
の
と
こ
ろ
へ
い
ろ
く

こ
と

は
な
と
か
は
し
け
れ
と
も
つ
ゐ
に
う
ち
と
-
る
け
し
き
も
な
く
つ
れ
な
き

に
よ
り
す
こ
く

と
あ
か
つ
き
に
な
り
て
た
ち
か
へ
り
-
-

〔上
傑
本
色
紙
和
歌
〕

*
上
僚
彰
次
氏

『
甜
ipNl紺
『
色
紙
和
歌
』
本
文

と
研
究
』
(新
典
杜
=
昭
56

･
2
)

-
-
お
も
ふ
人
の
所

へ
や
-
そ
-
し
た
る
事
は
な
け
れ
と
も
も
し
や
逢
ん

と
か
よ
ひ
き
た
れ
と
も

そ
の
人

つ
れ
な
-
て
逢
ね
は
む
な
し
く
た
ち
帰

る
あ
か
月
の
物
う
き
事
を

か
-
は
か
り

つ
ら
き
事
な
し
と

よ
め
る
心
な

り
‥
‥
‥

さ
ら
に
､
『
詠
歌
大
概
注
』
を
見
る
と
､
管
見
に
入
っ
た
諸
注
'

(13
)

刊
本
宗
祇
注
､
書
陵
部
本
宗
祇
注
'
尊
経
閣
文
庫
蔵
三
条
西
公
条
講

『
詠

(14
)

歌
大
概
』
<
1
3
･
3
7
･
書
>
､

志
村
有
弘
氏
蔵

『
詠
歌
大
概
』

は
､
『
応
永
抄
』

と
大
略
注
文
が

一
致
す
る
か
ら
､

や
は
り
<
男
性
説
>
な
の

で
あ
る
｡

即
ち
'
『
別
歌
百
首
』
の
と
る
<
女
性
説
>

な
る
も
の
が
､
中
世
に
あ
っ
て

(そ
し
て
恐
ら
-
現
在
も
)
極
め
て
特
異
な
注
で
あ
る
こ
と
は
'

疑
ひ
を
容
れ

28

え
ま
い
｡

次
に

脚に
つ
い
て
見
る
と
'
定
家
が

｢
こ
れ
程
の
歌
ひ
と
つ
よ
み
い
で
た
ら

む
,
こ
の
世
の
思
出
に
侍
べ
L

L

(
『
顕
注
密
勘
』
密
勘
)
と
激
賞
し
て
以
後
､

1
上
品
上
盤
の
寄
也
｣

(
平
松
家
本

『
古
今
集
抄
』)

と
い
っ
た
評
価
が
定
着
し

て
行
-
の
だ
が
,
な

は
重
要
な
こ
と
は
､
い
つ
と
は
な
し
に

(琴

b
く
室
町
初

期
あ
た
り
か
ら
)
次
の
如
き
説
話
を
付
随
す
る
や
う
に
な
る
こ
と
で
あ
る
｡

〔古
今
集
童
蒙
抄

(兼
良
)
〕

エ
兄
都
女
子
大
学
附
属
図
書
館
吉
沢
文
庫

蔵
兼
良
自
筆
本
<
Y
K
9
1
1
･
2
3
･
Ⅰ
>

後
鳥
羽
院
の
御
時
古
今
集
の
中
面
白
苛
を
定
家
～
隆
に
御
尋
有
し
時
両
人

な
か
ら
此
歌
を
撰
申
け
る
と
な
ん

こ
の
説
話
の
原
型

(但
し
人
物

･
時
代
は
若
干
異
な
る
)
は
､
『
古
今
著
聞
集
』

巻
五

･
和
歌
《
陰
明
門
院
中
宮
の
時
六
事
の
題
を
賜
は
り
て
定
家
家
隆
同
じ
古

歌
を
撰
ぶ
事
》
に
見
え
､
平
松
家
本

『
古
今
集
抄
』
『
両
度
聞
書
』
『
応
永
抄
』

･
小
倉
山
庄
色
紙
和
歌
』
『
詠
歌
大
概
注

(宗
紙
抄
)
』

な
ど
に
も
見
え
る
｡

さ

(15
)

ら
に
,
兼
良
は
,
『
柿
本
傭
材
抄
』
『
一
禅
御
説
』
の
中
で
'
繰
り
返
し
こ
の
説

話
を
記
し
て
ゐ
る
｡
仮
に

『
別
歌
百
首
』
が
本
当
に
兼
良
編
で
あ
る
な
ら
ば
､

三

ロも
触
れ
な
い
と
い
ふ
こ
と
は
あ
る
ま
い
｡

以
上

川
脚の
視
点
か
ら
考

へ
る
と
､
『
別
歌
百
首
』

の
成
立
圏
は
､

正
統
の

そ
れ

(例

へ
は
,
二
条
家

〔流
〕､
冷
泉
家

〔流
〕

と
い
っ
た
如
き
)

と
異
な

る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
｡
何
か

(誤
解
を
恐
れ
ず
に
い
ふ
と
)
異
端
を
さ
へ
感

じ
る
の
で
あ
る
｡
さ
う
い
へ
ば
､
日
亨
検
討
し
た

『
遠
島
百
首
』
諸
注
に
'
成

立
圏

(時

･
人
物

･
事
情

･
享
受
)
を
う
か
が
は
せ
る
奥
書
は
､

一
切
残
さ
れ

て
ゐ
な
い
｡

Lgfl
肖
柏

『
春
夢
葦
』
『
九
代
抄
』

ま
づ
､
『
別
歌
百
首
』
の
能
因
歌
の
注
を
引
か
う
｡

96

山
寺
の
春
の
夕

へ
を
き
て
み
れ
は
人
達
の
か
ね
に
花
そ
散
け
る

此
苛
の
下
の
句

に
人
達
の
鐘
に
と
有
か
ん
な
り
此
能
因
法
師
は
津
の
国
小

染
と
云
所
に
草
庵
を
結
ひ
て
い
け
る
か
休
息
の
為
に
金
立
寺

へ
行
て
花
を

見
て
つ
は
む
よ
ひ
ら
-
よ
と
は
か
り
心
に
お
も
ひ
し
に
人
達
の
か
ね
を
聞

て
無
常
の
心
出
来
て
い
ま
ゝ

て
の
こ
ゝ

ろ
の
花
ち
り
け
り

(①
)

こ
の
《
能
因

･
小
染
1

金
立
寺
》
と
い
ふ
付
会

(?
)
に
つ
い
て
､
川
村
晃

(16
)

生
民
が

1
こ
の
説
は
肖
柏
の
連
歌
書

『
春
夢
草
』
に

『
摂
州
金
竜
寺
に
て
､
鐘

の
音
花
に
む
か
し
の
夕
か
な
/
金
竜
寺
は
む
か
し
能
因
法
師
人
相
の
か
ね
に
は

な
ぞ
ち
り
け
る
と
よ
み
し
山
寺
な
り
､
か
ね
の
音
今
に
昔
の
花
の
夕
を
残
し
た

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

る
と
也
』

と
あ
る
の
が
比
較
的
早
-
､

以
後
近
世
に
お
い
て
一
般
的

な
説
と

な

っ
た
｡
し
か
し
､
同
じ
肖
柏
は
'
『
九
代
抄
』
の
中
で
､
『
津
の
国
こ
そ
べ
と

い
ふ
所
の
う
へ
に
建
立
寺
と
い
ふ
寺
あ
り
｡

そ
れ
に
行
て
よ
め
り
』
(内
閣
文

庫
本
)

と
記
し
て
さ
だ
か
で
な
い
｣
(傍
点
引
用
者
)

と
述
べ
ら
れ
て
ゐ
る
｡

即
ち
,
《
能
因
-

↓
こ
ん
り
う
寺
》
の
説
が
'
肖
柏
そ
の
人
白
身
の
説
か
も
し

れ
な
い
の
で
あ
る
｡
川
村
氏
が
あ
げ
ら
れ
な
か
っ
た
資
料
と
し
て
､
次
の
如
き

も
の
を
加

へ
う
る
｡

〔再
昌
等

(三
条
西
実
隆
)
･
十
二

･
永
正
九
年
三
月
〕

*
『
桂
宮
本
叢

七晶

雛

十
誉

(養
徳
杜
-
昭

讐
2
)

夢

魔

よ

り
消
息
に
金
竜
寺
の
花
み
侍
し
よ
し
申
さ
れ
し
か
は
返
事

き
ゝ

て
L
も
身
に
し
む
花
の
夕
か
な
人
あ
ひ
の
鐘
の
春
の
山
さ
と

と
も
か
く
も
､
肖
柏
周
辺
に
こ
の
説
が
認
め
ら
れ
て
ゐ
た
こ
と
は
'
疑
ひ
え
ま

29



(17
)

い
｡

た
だ

'

そ
の
流
布
範
囲
は
そ
れ
程
広
か
つ
た
と
も
思
へ
ず
､
常
緑
原
撰
本

に

最
も

近

い
と
さ
れ
る
永
青
文
庫
本

『
新
古
今
略
注
』
や
そ
の
後
の

『
新
古
今

聞
書
』
に
も
､
こ
の
説
は
見
え
な
い
｡

田
rLTTTJ固
有
総
合
す
る
と
'
『
別
歌
百
首
』
の
作
者

(乃
至
編
者
)
と
し
て
'

肖
柏
周
辺
の
連
歌
師

(中
世
語
で
い
ふ
<
好
士
>
)
あ
た
り
が
浮
か
び
上
っ
て

来
よ
う
｡

面
一
御
伽
章
子

『
花
鳥
風
月
』
及
び

『
伊
勢
物
語
』
諸
注

第
四
節
で
も
述
べ
た
や
う
に
'
業
平
歌
の
原
拠
は

『
伊
勢
物
語
』
と
思
は
れ

る
が
t
と
す
る
と
､
中
世
の
さ
ま
ざ
ま
な

『
伊
勢
物
語
』
諸
注
と
の
関
係
が
'

当
然
問
題
に
な
っ
て
く
る
｡

そ
こ
で
'
御
伽
草
子

『
花
鳥
風
月
』
と
も
関
連
が
あ
る
と
息
は
れ
る
次
の
歌

を
考

へ
て
み
た
い
｡

69

思
ふ
事
い
か
て
た
～

に
や
や
み
ぬ
へ
き
我
と
ひ
し
き
人
し
な
け
れ
は

抑
業
平
の
一
期
に
思
食
け
る
事
は
残
り
な
-
伊
勢
物
語
に
聞
え
た
る
に
何

と
て
お
も
ふ
事
い
わ
て
た
～
に
や
み
ぬ
へ
き
と
は
有
そ
と
人
J,
ふ
し
ん
の

有
に
業
平
死
去
し
て
後
三
十
三
年
の
吊
の
為
に
嵯
峨
の
釈
迦
堂
に
て
さ
せ

ん
し
け
る
に
三
条
の
右
大
臣
の
あ
ふ
き
に
大
も
ん
の
さ
し
ぬ
き
き
た
る
男

子
あ
り
是
を
業
平
源
氏
か
な
と
～

人
あ
ら
そ
い
け
る
愛
に
や
す
善
事
あ
り

④

其
比

出

羽
の
国
に
花
鳥
風
月
と
て
二
人
の
神
子
あ
り
花
鳥
は
あ
ね
風
月
は

い
も
と
尭
旬
是
を
め
し
よ
せ
と
は
せ
ら
れ
よ
と
人
JV
申
け
る
さ
る
は
と
に

既
に
源
氏
か
た
に
は
あ
ね
の
花
鳥
な
り
業
平
か
た
に
は
い
も
と
の
風
月
也

梓
に
か
け
て
此
絵
を
と
い
け
る
に
絵
に
た
か
は
ぬ
業
平
す
て
に
あ
ら
は
れ

給
て
抑
我
は
伊
勢
内
宮
外
宮
と
し
て
陰
陽
二
神
衆
生
と

1
夜
も
契
り
を
給

ひ
終
に
六
道
を
出
為
也
と
我

一
期
に
か
た
ら
ん
と
し
つ
る
か
我
と
ひ
と
し

き
人
な
れ
は
あ
け
に
や
な
り
な
ん
と
つ
ゐ
に
か
た
ら
す
い
ま
は
か
く
あ
ら

は
る
～
は
か
た
る
な
る
と
て
か
様
に
そ
あ
そ
は
し
け
る
業
平
の
一
期
に
ち

⑳

き
り
し
か
す
三

千
七
百
升
三
人
な
り
さ
て
業
平
を
昔
男
子

と
云
事
生
る

◎
も
廿

l
日
元
服
も
廿

1
日
な
れ
は
か
く
な
り

(㊨
)

こ
の
花
鳥

･
風
月
の
こ
と
は
､
『
花
鳥
風
月
』

と
大
略
重
な
る
｡

平
出
鎧
二
郎

(18
)

氏
の
要
約
を
借
り
る
と
'
物
語
の
前
半
は

｢
萩
原
院

(花
園
天
皇
の
こ
と
)
の

御
と
き
'
葉
室
中
納
言
の
第
､
雲
上
の
男
女
集
り
て
､
扇
合
を
催
し
け
る
が
中

に
､
山
科
の
少
将
が
出
し
～

扇
に
'
容
貌
美
し
き
公
家
衆
と
､
美
麗
な
る
上
痛

一
人
と
を
画
き
た
る
も
の
あ
り
｡
皆
々
､
或
は
業
平
な
ら
ん
と
い
ふ
も
の
あ
れ

ば
､
或
は
光
源
氏
な
ら
ん
と
い
ふ
も
あ
り
て
､
遂
に
､
花
鳥

･
風
月
と
い
ふ
'

姉
妹
の
韮
女
を
招
き
て
ー
は
し
め
L
に
'
丞
女
'
梓
に
か
け
L
に
､
業
平
な
ら

ん
と
い
ひ
し
人
の
間
ふ
ま
～
に
'
業
平
と
あ
ら
ほ
れ
て
-
-
｣
と
い
ふ
内
容
で

あ
る
｡
時
代

(情
況
)
設
定
は
全
く
異
な
る
も
の
の
､
花
鳥

･
風
月
の
役
割
は

同
じ
で
あ
る
｡
さ
ら
に
細
部
に
わ
た
る
と
'

一
致
す
る
点
が
い
く
つ
か
見
ら
れ

る
｡

(19
)

〔花
鳥
風
月
〕

*
天
理
図
書
館
蔵
伝
飛
鳥
井
雅
俊
筆
奈
良
絵
本

<
9
1

3
･
5
･
イ
1
4
3
>

④

､

,

-
-
こ
ゝ

に
き
た
い
の
も
の
ゝ

L
や
う
す
の
み
こ
候
も
と
は

て

は
の
は
-

ろ
の
も
の
に
て
候
お
と
ゝ

ひ
候
か
あ
ね
を
は
花
鳥
い
も
う
と
を
は
風
月
と

申
て
空
と
ふ
と
り
を
も
い
の
り
お
と
し
-
‥
‥
〔業
平
〕
わ
れ
は
こ
れ
て
ん

⑥
,
,
,
,
,
,
､
､
,
､
,

ち
ゃ
う
二
ね
ん
三
月
廿

一
日
に
た
ん
L
や
う
し
て
-
-

一
し
ゆ
の
う
た
に

お
も
ふ
こ
と
-
-
一
L
や
う
か
い
の
あ
ひ
た
ち
き
り
を
む
す
ひ
し
人

の

30

◎
(20
)
,
,
,
,
,
,
,
､

か
す
三
せ
ん
七
官
升
三
人
な
り
-
-
人
傍
点
武
井
)

こ
こ
で
,
『
花
鳥
風
月
』
の
中
世
に
お
け
る
流
布
を
'
市
古
貞
次
氏

｢
中
世
小

説
年
表
稿
｣

(『
中
世
小
説
と
そ
の
周
辺
』
<
東
京
大
学
出
版
会
-
昭
56

･
11
>

所
収
)
か
ら

摘
記
し
て
置
か
う
｡

康
正
三
年

二

四
五
七
)
十

一
月
八
日

花
鳥
風
月
双
紙
'
予
書
本
所

へ

進
候
也
｡
(『
山
科
家
礼
記
』
)

天
正
十
七
年

(
一
五
八
九
)
六
月
廿
日

興
門
御
児
御
乳
人
へ
花
鳥
風
月

草
子
返
之
由
小
大
夫
申
'
渡
之
｡
(『
〔山
科
〕
言
経
卿
記
』
)

文
禄
四
年

(
一
五
九
五
)
十

一
月

花
鳥
風
月

(室
町
時
代
物
語
大
成
3
)

奥
書

こ
の
他
,
上
掲
天
理
本
が
､

筆
者
を
飛
鳥
井
雅
俊

(1462
-
1523)'
画
者
を

土
佐
光
信

(
,
1

469
1

503
-
,
)
と
禁

,蒜

,
(池
正

･
大
永
ご
ろ
の
写

と
い
は
れ
る
慶
応
義
塾
大
学
図
書
館
蔵
奈
良
絵
本

(外
題

｢
扇
合
物
か
た
り
し
)

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

も
筆
者
を
飛
鳥
井
栄
雅

(14
17-
149
0
)
息
女

一
位
局
と
伝
へ
ら
れ
て
ゐ
る
｡

以
上
の
如
き
流
布
状
況
を
ふ
ま
へ
つ
つ
､
真
島
美
弥
子
氏
は

i
HJ)
の
物
語
は
山

科
家
あ
る
い
は
そ
の
周
辺
で
作
製
さ
れ
た
も
の
だ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う

か
｣

と
述
べ
ら
れ
た
｡
こ
の
推
定
の
是
非
に
つ
い
て
筆
者
に
判
断
し
う
る
カ
は

な
い

が
､
あ
り
う
る
こ
と
だ
と
は
思
ふ
｡

と
こ
ろ
で
,
⑧
◎
に
つ
い
て
は
'
他
の
資
料
に
も
同
様
の
注
が
見
え
る
｡
ま

(23
)

づ
⑥
だ
が
､
冷
泉
家
流

『
伊
勢
物
語
抄
』
に

｢
む
か
し
と
は
'
廿

一
日
の
間
と

香
る
が
故
に

い
ふ
な
り
｣

と
見
え
'

そ
の
末
書
で
あ
る

『
伊
勢
物
語
心
散
開

(24
)

書
』
に
も

1
伊
井
諾
尊
伊

井
冊
尊
の
一
女
三
男
を
う
み
給
ふ
事
廿

一
日
の
間
也

さ
れ
は
陰
陽
の
お
こ
り
廿

一
日
な
る
か
故
に
業
平
好
色
の
事
と
書
付
て
昔
と

云
｣

と
見
え
る
｡

(25
)

一

方
兼
良
は
､
『
伊
勢
物
語
愚
見
抄
』

の
中
で

｢
又
十
巻
の
抄

(-
冷
泉
家

流
抄
)
世
間
に
流
布
せ
り
｡
-
-
来
歴
ど
も
引
の
せ
た
る
和
漢
の
書
典
､

一
と

し
て
ま
こ
と
あ
る
事
な
し
｡
･
-
･末
学
の
と
も
が
ら
ゆ
め
-

信
用
す
べ
か
ら

ず
｡
邪
路
に
お
も
む
か
ん
事
う
た
が
ふ
べ
か
ら
ず
｣
と
､
-
り
か
へ
し
全
否
定

し
て
ゐ
る
｡
と
い
ふ
こ
と
は
'
冷
泉
家
流

『
伊
勢
物
語
抄
』
が
そ
れ
だ
け
流
布

L
か
つ
支
持
さ
れ
て
ゐ
た
こ
と
を
も
､
物
語
っ
て
ゐ
る
わ
け
だ
｡
実
際
､
冷
泉

(26
)

家
流

『
抄
』
が
'
後
代
の
文
学
に
深
甚
な
る
影
響
を
与

へ
た
事
は
､
片
桐
洋

一

(27
)

･
伊
藤
正
義
氏
に
詳
論
が
あ
る
｡

た
だ
､
同
一で
'
本
書
の
作
者
乃
至
編
者
に
肖
柏
周
辺
の
連
歌
師
を
想
定
し
た

が
,
肖
柏
の

『
伊
勢
物
語
肖
聞
抄
』
に
､
上
文
の
如
き
注
が

一
切
見
え
ず
､
こ

の
想
定
は
少
々
苦
し
い
か
も
し
れ
な
い
｡

一
方
⑧
だ
が
'
こ
の
数
字
に
は
異
説
が
多
々
あ
る
｡
整
理
し
て
次
に
掲
げ
て

み
よ
う
｡

31

三
七
八
四
人

三
七
三
四
人

三
七
三
三
人

彰
考
館
本

『
伊
勢
物
語
抄
』

『
い
そ
さ
ぎ
』
(赤
木
本
)

書
陵
部
本

『
和
歌
知
顕
集
』
､
『
花
鳥
風
月
』
(天
理
本
･

文
禄
本
)
､
『
塊
鷺
合
戦
物
語
』
(文
禄
本

･
寛
永
古
活
字
本
)

三
三
三
三
人

『
花
鳥
風
月
』
(古
活
字
本
)

三
〇
〇
〇
余
人

『
伊
勢
物
語
難
義
注
』

一〇
〇
〇
人

『
小
町
草
紙
』

(天
文
14
年
本

･
寛
永
丹
緑
本

.
渋
川

版

)

と
も
か
く
も
《
三
七
×
×
人
》
と
い
ふ
数
字
が
'
中
世
に
お
い
て
最
も
ポ
ピ
ユ



ラ
ー
な
も
の
だ
っ
た
こ
と
は
確
か
だ
ら
う
｡

む
し
ろ

『
別
歌
百
首
』

の
こ
の
注
で
問
題
と
す
べ
き
は
'
『
伊
勢
物
語
』

請

注
で
'
花
鳥

･
風
月
の
説
話
を
取
り
込
ん
で
ゐ
る
も
の
が
皆
無
な
こ
と
で
あ
る
｡

筆
者
が
知
り
え
た
諸
注
は
次
の
通
り
｡

(28
)

書
陵
部
本
和
歌
知
顕
集

･
神
風
知
顕
正
義
集

･
冷
泉
家
流
伊
勢
物
語
抄

･

(29
)

慶
応
本
定
家
流
伊
勢
物
語
註

･
彰
考
館
本
伊
勢
物
語
抄

･
伊
勢
物
語
愚
見

(30
)

抄

(初
稿
本

･
再
稿
本
)
･
肖
聞
抄

･
宗
長
聞
書

･
山
口
記

(続
類
従
本
)

･
惟
清
抄

(続
類
従
本

･
天
理
本
)
･
直
解

･
経
厚
講
聞
書

(尊
経
関
本

(31
)

･
畳
殊
院
本
)
･
書
陵
部
本
心
散
開
書

･
書
陵
部
本
尭
慶
聞
書
<
日
･
5

(32
)

-
>
･
天
理
本
平
田
墨
梅
筆
聞
書
<
9
1
3
･
3
2
･
イ
4
9
>
･
島
原

松
平
文
庫
本
伊
勢
物
語
砂
<
1
0
0
･
5
>

と
い
ふ
こ
と
は
'
本
条
の
注
が
､
あ
る

一
本
の
注
釈
書
に
よ
り
か
か
る
の
で
な

-
､
注
釈

･
説
話
の
ふ
き
だ
ま
り
で
あ
る
こ
と
を
'
如
実
に
さ
し
示
し
て
ゐ
る

こ
と
に
他
な
る
ま
い
｡

な
は
'
『
新
古
今
集
』

諸
注

(常
緑
注

･
兼
載
注

･
宗
長
注

･
宣
賢
注
)
及

び
『

拾
遺
愚
草
』

諸
注

(常
緑
注

･
実
隆
注

･
公
粂
注
)
『
六
家
抄
』

と
の
関

係
は
な
い
と
思
は
れ
る
｡

六

を
は
り
に
-

室
町
文
学
史
へ
の

一
視
点
-

本
書
を
文
学
史
に
位
置
づ
け
る
の
は
､
さ
う
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
｡
仮
に
'

『
新
古
今
集
』

享
受
史
乃
至
研
究
史
の
一
駒
と
し
て
と
ら
へ
よ
う
と
す
る
な
ら
I

定
家
や
良
経
の
少
な
か
ら
ぬ
出
典
未
詳
歌
が
当
然
問
題
に
な
ら
う
L
t
業
平
の

扱
ひ
も
例
外
と
し
て
処
理
せ
ざ
る
を
え
な
い
｡
ま
た
'
注
釈
書
と
し
て
位
置
づ

け
よ
う
と
す
る
な
ら
､
そ
の
性
格
た
る
や
甚
だ
不
統

一
で
あ
る
し
'
和
歌
を
正

し
-
解
釈
し
よ
う
と
す
る
向
き
に
は
､
む
し
ろ
百
害
あ
っ
て
一
利
な
し
だ
ら
う
｡

し
か
し
､
い
は
ば
前
代
文
化
の
糟
粕
を
な
め
る
と
い
っ
た
底
の
見
方
を
こ
の
際

(33
)

放
棄
し
､
岡
見
正
雄
氏
の
い
ふ
<
室
町
ご
こ
ろ
>
の
一
顕
現
と
し
て
み
る
な
ら

ば
､
そ
の
占
る
位
置
は
'
存
外
は
っ
き
り
と
し
て
く
る
の
で
あ
る
｡

そ
こ
で
小
論
の
ま
と
め
と
し
て
､
次
の
二
点
か
ら
眺
め
直
し
て
み
た
い
｡

川

諸
法
の
ふ
き
だ
ま
り

前

節
で
述
べ
て
来
た
や
う
に
'
本
書
が
実
に
雑
多
な
注
釈
書
の
影
響
下
に
あ

る
こ
と
は
'
疑
ひ
え
な
い
事
実
で
あ
る
｡
な
ら
ば
'
そ
の
雑
多
な
こ
と
自
体
に

意
義
を
見
出
し
て
は
ど
う
か
､
と
思
ふ
の
で
あ
る
｡
筆
者
は
､
室
町
時
代
に
､

和
歌
に
限
ら
ず
《
注
釈
と
い
ふ
型
の
文
学
》
が
は
じ
め
て
誕
生
し
た
と
考
へ
る

32

も
の
だ
が
､

そ
こ
に
は
'

『
古
今
集
』
『新
古
今
集
』
『
源
語
』
『勢
語
』
『
白
讃

歌
』
と
い
っ
た
<
作
品
の
注
釈
>
も
無
論
あ
つ
た
が
'

一
方
<
作
品
な
ら
ざ
る

(34
)

も
の
の
注
釈
>
も
あ
っ
た
｡
そ
の
一
例
が
本
書
で
あ
り
､
別
の
好
例
が

近

年

や

う
や
-
実
態
が
把
握
さ
れ
つ
つ
あ
る

『
和
歌
座
右
』
で
あ
ら
う
｡
室
町
時
代
人

の
拡
散
し
よ
う
と
す
る
意
識
は
､
右
の
如
き
ス
タ
イ
ル
の
注
釈
を
も
受
け
い
れ

る
ユ
ト
-
を
有
し
て
ゐ
た
の
だ
｡
見
方
を
変
へ
れ
ば
'
己
が
地
歩
を
固
有
L
か

つ
主
張
し
て
ゐ
た
文
化
な
り
文
学
の
各
々
が
'
同
じ
地
平
に
据
ゑ
ら
れ
う
る
や

う
に
な
っ
た
'
と
息
へ
る
の
で
あ
る
｡

㈹

和
歌
と
説
話

か

つ
て
島
津
忠
夫
氏

は
'

｢
和
歌

と
説
話
と
-

雲
玉
和
歌
抄

を
め
ぐ
っ

て
-

｣

(『
国
語
国
文
』
昭
43
･
3
)
の
中
で
､
<
自
注
の
あ
る
文
芸
>
と
い

ふ
観
点
か
ら
'
『
雲
玉
和
歌
抄
』
を
と
り
あ
げ
ら
れ
､
｢
説
話
や
注
釈
や
体
験
談

が
､
和
歌
創
作
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
ゐ
る
｣

と
述
べ
ら
れ
た
｡
同
種
の
も
の

(35
)

に
､

近
時
全
貌

が

紹
介
さ
れ
た

『
桂
林
集
注

』

が
あ
る
し
'
<
注
の
あ
る
文

芸
>
と
広
げ
る
な
ら
ば
､
本
書
や

『
六
花
集
注
』
な
ど
を
視
野
に
収
め
る
こ
と

が
で
き
る
だ
ら
う
｡

(36
)

そ
の
時
代
は
と
い
ふ
と
'
堺
海
会
寺
の
禅
僧
季
弘
大
叔
は
｢
サ

ネ

ト
モ
ノ
歌

(マ
t,)

日
,

ハ
コ
ネ
山
ワ
ガ
コ
へ
ク
レ
ハ
水
ノ
海
ノ
ヲ
キ
フ
シ
マ
二
浪
ノ
ヨ
ル
ミ
ユ
､

(マ
こ

言
こ

貞
家
日
､
柿
ノ
下
ノ
后

ハ
ア
ル
マ
イ
ト
ホ
メ
ラ
レ
ク
､
后
鳥
羽
院
時
人
､
寄
道

三
三

(37
)

達
者
'
兵
家
落
時
即
位
也
｣

と
､
(琴

り
-
聞
書
と
し
て
)
書
き
と
め
'
蟻

川

(38
)

家
の
某
は
､
朝
倉
氏
景
書
状
紙
背
に

『
和
歌
色
菓
』
を
抄
記
し
て
ゐ
た
｡

(39
)

徳

田

和
夫
氏
の
言
を
借
り
る
な
ら
ば
'
｢
室
町
の
世
｣

は

｢
街
談
巷
説
で
充

満
横
溢
し
て
い
た
｣
.
本
書
は
そ
の
や
う
な
意
味
で
'
(
和
歌
と
い
ふ
狭
い
世
界

に
お
け
る
所
産
で
あ
る
が
)
い
か
に
も
室
町
文
学
ら
し
い
作
品
と
評
し
え
よ
う
｡

(5
/
18
/
82
)

<
補
記
>

小
論
は
'

昭
和
57
年
度

和
歌
文
学
会

5
月
例
会

(於
立
教
大
学
)

に
て
'

｢『
別
歌
育
首
』
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
｣
と
題
し
て
発
表
し
た
内
容
に
補
訂
を

加

へ
た
も
の
で
あ
る
｡
席
上
'
御
教
示
下
さ
っ
た
諸
氏
に
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
｡
な
は
､
25

･
27

･
36
･
52
の
出
典
に
つ
い
て
'
久
保
田
淳
氏
よ
り
御
教

示
い
た
だ
い
た
｡
あ
っ
-
御
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
｡

<
注
>

(1
)

拙
稿

｢『古
今
三
鳥
前
刀紙
伝
授
』
伝
本
考
-

一
条
流
古
今
伝
授
の
成

立
を
め
ぐ
っ
て
t

｣
(『都
大
論
究
』
第
17
号
-
昭
5
･
4
)
で
､
基

本
的
な
問
題
を
整
理
し
て
置
い
た
｡

(2
)

｢永
正
の
中

比
の
事
な
る
に
｣
(第
13
･
怨
念
･
-
･
欲
呑
鳥
蛇
)
と
あ

る
(内
閣

文

庫
七
冊
本
<
2
1
1
･
1
8
9
>
に
よ
る
)
の
で
､
全
体

を
兼
良
作
と
見
倣
す
の
は
無
理
だ
し
'
琴
b
く
部
分
に
お
い
て
も
同
様

だ
ら
う
｡

(3
)

｢父
巳
為
関
白
'
英
子
又
必
関
白
､
父
尚
存
､
別
称
太
閤
｣

(
『臥
雲
日

件
録
抜
尤
』
文
安
元
年
七
月
十
二
日
条
)
｢関
白
の
父
を
太
閤
と
い
ふ

ぞ
｣
(『史
記
抄
』
二
)

(4
)

以
下
の
こ
と
は
､
永
島
福
太
郎
氏

『
一
条
兼
良
』
(吉
川
弘
文
館
-

昭

34
･
8
)
30
-
36
真
に
詳
し
い
.

(5
)

『定
家
家
隆
両
卿
撰
歌
合
』
(後
鳥
羽
院
撰
)
と
も
｡
確
か
に
誰
も
が
見

う
る
資
料
で
は
な
か
ら
う
が
'
第
三

(乃
至
四
)
類
本

『遠
島
青
首
』

を
机
辺
に
有
し
て
ゐ
た
編
者
に
と
っ
て
'
稀
教
本
だ
つ
た
と
は
い
へ
ま

い
｡
な
は
'
35
の
誤
伝
は
'
定
家
と
家
隆
の
左
右
を
誤
っ
た
た
め
か
も

し
れ
な
い
｡

(6
)

概
要
は
､
1十
本
の
扇
に
描
か
れ
た
絵
に
相
当
す
る
歌
を
遊
女
に
尋
ね

33

る
こ
と
を
記
し
た
一
種
の
解
謎
琴
-
-
で
あ
る
が
､
こ
れ
を
全
部
首
尾

よ
く
解
き
当
て
た
の
は
猿
丸
大
夫
の
娘
で
あ
っ
た
｣
(市
舌
貞
次

『中

世
小
説
の
研
究
』
1-1
頁
)｡
当
該
箇
所
は

｢又
こ
～
に
､
女
は
う
､
う

み
へ
､
い
L
を
し

っ
め
て

､

な
け
く
所
を
か
き
た
る
絵
有
､
是
は
い
か

に
と
'
ゝ
は
せ
給
へ
は
-
-
古
今
の
う
た
に
て
候
か
と
'
お
は
せ
侍
り

ぬ

思
ふ
事
'
水
の
か
し
は
に
'
こ
と
～
へ
は
､
し
つ
む
に
う
く
は
'

涙
な
り
け
り

水
の
か
し
は
と
は
'
う
み
に
あ
る
'
い
し
の
事
に
て
候

と
侍
る
也
'
此
う
七
に
'
か
な
ひ
た
る
と
'
お
は
え
候
｣
(『室
町
時
代

物
語
大
成
第
七
』
2-9
頁
)｡
つ
ま
り
典
拠
が

『古
今
集
』

だ

と
作
品
自

体
が
宣
言
し
て
ゐ
る

(た
だ
し
こ
れ
も
誤
伝
)
わ
け
で
､
な
に
ゆ
ゑ
に

定
家
作
と
編
者
が
判
定
し
た
の
か
'
理
解
に
苦
し
む
｡

(7
)

大
東
急
本
が
最
善
本
だ
ら
う
が
'
本
文
を
未
だ
精
査
し
て
ゐ
な
い
の

で
､
以
下
三
手
文
庫
本
に
よ
っ
た
｡

(8
)

例
へ
ば
'
北
村
季
吟
が

『
八
代
集
抄
』
で
引
く

『自
讃
歌
或
抄
』
が
'



(9
)

(10
)

(‖
)

(
12
)

(13
)

(16
)

(17
)

(18
)

(19

)

実
は

『
孝
範
注
』
で
あ
る
こ
と
は
'
よ
く
知
ら
れ
て
ゐ
る
｡

諸
注
の
伝
本
に
つ
い
て
'
山
崎
桂
子
氏
よ
り
御
教
示
を
恭
な
く
し
た
｡

御
礼
申
し
あ
げ
る
｡

久
曽
神
昇
氏

『
日
本
歌
学
大
系
別
巻
五
』
(風
間
書
房
-

昭
56

･
11
)
に

よ
る
｡

『古
今
集
抄
京
都
大
学
蔵
』
(臨
川
書
店
=
昭
55

･
4
)
に
よ
る
｡

片
桐
洋

1
氏

『
中
世
古
今
集
注
釈
書
解
題
臼
』
(赤
尾
照
文
堂
=

昭
5
･

8
)
に
よ
る
｡

久
松
潜

1
･
土
田
将
雄
氏

『
詠
欝
之
大
概
』
(笠
間
書
院
=

昭
屯

･
9
)

に
よ
る
｡
な
お
'
土
田
氏

『
細
川
幽
嘉
の
研
究
』
(笠
間
書
院
=
昭
51
･

2
)
1

-7
-
批
頁
参
照
｡

『詠
歌

之

大
概

(古
典
資
料
15
)
』
(す
み
や
書
房
=
昭
45

･
12
)

に
よ

る
｡

拙
稿

｢
『柿
本
傭
材
抄
』

の
成
立
-

兼
良

の
注
釈

の
基
底
-

｣

(『
国
語
国
文
』
昭
56

･
11
)
参
照
｡
な
ほ
､
こ
の
説
話
に
つ
い
て
も
､

同
稿
で
簡
単
に
触
れ
た
｡

同
氏

『
能
因
法
師
集

･
玄
々
集
と
そ
の
研
究
』
(三
弥
井
書
店
-
昭
54
･

6
)
郷
-
即
頁
.

荒
木
尚
氏
『新
古
今
略
注
』
(笠
間
書
院
-

昭

54
･10
)
に
よ
る
｡

同
氏

『
近
古
小
説
解
題
』
(横
山
重

･
巨
橋

頼

三
氏
『物
語
州
子
目
録
』

<
角
川
書
店
-
昭
46

･
7
>
所
収
)
六
七

･
花
鳥
風
月
｡

こ
の
奈
良
絵
本
の
伝
来
に
つ
い
て
は
'
中
尾
堅

一
郎
氏

｢
奈
良
絵
本
と

の
出
会
い
｣
(『猷
番
組
善
本
叢
書
月
報
』
3
-
昭
52

･
3
)

に
詳
し
い

が
､
｢
こ
れ

ら

の
奈
良
絵
本
は
か
つ
て
大
阪
城
内
に
あ

っ
て
'
秀
頼
公

と
'
淀
君
'
側
女
ら
の
慰
み
草
に
使
わ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
｣
と
い

ふ
指
摘
は
､
注
目
す
べ
き
で
あ
る
｡

た
だ
し
'
慶
長
元
和
頃
古
活
字
本
は

｢
三
千
三
百
升
三
人
｣
に
作
る
｡

松
本
隆
信
氏

｢
解
芦

(『㌘

警

慕

叢
書
詰

第
三
十
七
巻

舌
奈
良

絵
本
集
二
』
<
八
木
書

店

-
昭
52

･
3
>
)｡
な
ほ
慶
応
本
の
本
文
は
未

調
だ
が
'
挿
絵
は

『
太
陽
古
典
と
絵
巻
シ
-
I
ズ
m
お
伽
草
子
』
(平
凡
社

(22
)

(23
)

(24
)

(25
)

(26
)

(27
)

(28
)

(29
)

(30
)

(

33
)

(
34

)

(35
)

383736

育
学
部
紀
要
』
第
28
号
=
昭
54

･
3
)

『桂
林
集
注
疎
竹
文
庫
蔵

〔京
都

大
学
国
語
国
文
資
料
叢
書
三
十
二
〕
』

(臨
川
書
店
=
昭
57

･
4
)

『庶
軒
日
録
』
文
明
17
年
7
月
某
日
条
｡

室
町
幕
府
政
所
代
｡
親
元

()4
3
3
-
)4
88)
は
歌
人
と
し
て
著
名
｡

今
'
『大
日
本
古
文
書

家
わ
け
第
二
十
t
蟻
川
家
文
書
之

一
』
(東
京
大

学
出
版
会
-
昭
56

･
11
)
及
び

『
日
本
歌
学
大
系

第
参
巻
』
を
以
っ
て

そ
の
所
在
を
示
す
と
次
の
や
う
に
な
る
｡
な
ほ

〔

)
は
原
本

(内
閣

文
庫
蔵
)
に
お
け
る
順
序
｡

1
九
六
号

･
朝
倉
氏
景
書
状
紙
背

〔第
18
集
封

〕
･･････
d
･
1

1
九
七
号

･
同

〔第
4
集
19
〕
･･････
d
･柑
-
1

二
二
〇
号

･
同

〔第
18
集
38
〕
･･････d1
1-9
-
110

た
だ
'
前
掲
書
で

｢
本
文

(-
一
九
六
号

)

ハ
第
二
二
〇
号
紙
背
歌
書

二
続
ク
モ
ノ
ナ
ラ
ン
｣
と

い
ふ
の
は
誤
り
｡

(39
)

同
氏

｢
お
伽
草
子
時

代

の
説
話
-

『
碧
山
日
録
』

の
説
話
享
受

か

ら
-

｣
(『国
語
と
国
文
学
』
昭
55

･
5
)

<
後
記
>

脱
稿
後
､
第
五
節
園
子
触
れ
た

『
再
昌
草
』
の
用
例
は
'
既
に
安
田
純
生
民

｢
能
因
の

｢
入
相
の
鐘
｣
の
歌
｣
(
『
白
珠
』
30
の
8
=
昭
50

･
8
)
に
指
摘
が

あ
る
こ
と
を
'
川
村
晃
生

氏
よ
り

御

教
示
い
た
だ
い
た
.

=
昭
54
･
7
)
に
図
版
が
あ
る
｡

同
氏

｢室
町
時
代
物
語

｢花
鳥
風
月
｣

考
｣
(『立
命
館
大
学
』
第
臓
･

4-6
号
=
昭
56

･
9
'

10)

片
桐
洋

一
氏

『
伊
勢

物
語の
研
究

〔資
料
篇
〕
』
(明
治
書
院
-

昭
44

･

1

)所
収
｡

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
<
5
5
8
･
1
6
1
>
に
よ
る
｡
奥
書
に

｢右
此

本
者
白
招
月
庵
主
心
敬
法
印
伝
受
之
置
本
也
｣
と
あ
る
.

注
23
に
同
じ
｡

｢冷
泉
家
流
伊
勢
物
語
古
注
を
め
ぐ
っ
て
｣

(『伊
勢
物
語
の
研
究

〔研

究
篇
〕
』
<
明
治
書
院
-
昭
43

･
2
>
所
収
)
他
｡

｢謡
曲
と
伊
勢
物
語

の
秘
伝
-

井
筒
の
場
合
を
中
心
と
し
て
｣
(『金

剛
』
第
64
号
-
昭
40

･
5
)
他
｡

『㌘

警

是
叢

書
43

的
珊
古
註
集
』

(八
木
書
店
=

昭
S
;
･
7
)
所

収
｡

長
尾
一
雄
氏

｢
定
家
流
伊
勢
物
語
註
｣
(『国
文
学
論
叢
第
三
輯
平
安
文
学

研
究
と
資
料
』
<
至
文
堂
=
昭
34
･
n
>
所
収
)
に
よ
る
｡

片
桐
氏
前
掲
書

(注
23
)
の
他
'
島
原
松
平
文
庫
蔵
文
明
9
年
本
<
1

0
0

･
7
>
'
天
理
図
書
館
蔵
文
明
12
年
本
<
9
1
3

･
3
2

･
イ
1

0
5
>
､蓬
左
文
庫
蔵
文
明
12
年
本
<
1
0
7

･
6
4
>
､
続
類
従
本

等
を
参
照
し
た
｡

『
経
厚
講

伊
勢
物
語
聞
書

隻
殊
院
蔵

〔京
都
大
学
国
語
国
文
資
料
叢
書

五
〕』
(臨
川
書
店
-
昭
53

･
3
)
に
よ
る
｡

文
明
12
年
本

『
肖
聞
抄
』
を
基
に
'
独
白
な
説
を
相
当
を
加
へ
て
ゐ
る
｡

75
段
末
尾
に

｢
永
禄
八
年
迄
六
百
八
十
七
年
也
｣
と
あ
る
の
で
'

一
旦

そ
の
時
点
で
成
立
し
た
か
｡

同
氏

｢
室
町
ご
こ
ろ
｣
(『国
語
国
文
』
昭
26

･
11
1

『室
町
と
こ
ろ

中
世
文
学
資
料
集
』<
角
川
書
店
=
昭
53

･
9
>
)
｡
た
だ
岡
見
氏
は
'
注

釈
に
全
-
と
い
っ
て
良
い
ほ
ど
関
心
を
よ
せ
て
ゐ
な
い
が
'
こ
れ
は
む

し
ろ
､
我
々
に
課
せ
ら
れ
た
宿
題
だ
と
思
ふ
｡

宮
田
正
信

･
山
本
利
達
氏

｢
｢和
歌
座
右
｣

の
実
態
｣

(
『滋
賀
大
学
数

3435
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